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序文

『 1．大学学部課程』は米国留学を考えている学生や
研究者の方々に客観的かつ実用的なアドバイスを提供
するために、米国国務省が作成した 4冊の手引きの中
の 1冊です。この 4冊は全て、インターネットのサイ
ト：http://www.educationusa.state.gov からダウンロード
できます。また印刷版は、世界各地のEducationUSAア
ドバイジングセンターで入手できます。最寄りのセン
ターの所在地については、米国大使館または領事館に
問い合わせるか、EducationUSAのサイトに掲載されて
いるリストをご覧ください。

この 4冊は以下の分野を扱っています。

大学学部課程
米国での学士号と準学士号の取得プログラムの選び方、
出願の仕方、米国での技術・職業教育の機会について。

大学院、専門課程および研究
米国の修士号取得、博士号取得、博士号取得後の研究
の各プログラムの調べ方や出願方法、および、自分の
教育や実務経験を米国で向上させたい専門家のための
認証と免許取得に関して。

短期留学、英語留学、遠隔教育、認定
米国で最長 1年間勉強する機会についての情報、米国
外から遠隔教育プログラムを通じて、学位、卒業証書、
資格を取得するために学ぶ方法の概要、米国の高等教
育機関の認定制度に関する詳細情報について。

出発準備：米国で住み学ぶための実際的な情報
米国の大学に入学が許可された後、渡米計画を立てる
際に役立つ情報、ビザ申請、米国への引越し、大学のキャ
ンパス到着後に何をすべきかについてのアドバイス。
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はじめに

米国では、数千校のカレッジや総合大学が大学学部レ
ベルの学位取得プログラムを提供しています。これだ
け選択肢が多いということは、言い換えればあらゆる
人のニーズに合ったプログラムがあるということです。
しかし、どうすれば、自分に最適なプログラムを見つ
けられるのでしょうか。この冊子は、正しい選択をす
るために必要な知識を提供するだけでなく、読者の方々
が自信を持って合格する出願書類を準備できるように
なることを目指しています。

なぜ米国で学ぶのか

世界中から60万人を超える学生が米国にやってきて、
より高度な教育を受けている理由の、ほんの一部を紹
介します。

教育の質：米国の大学は、そのプログラム、教授陣、
施設の質の高さで世界的に有名です。各大学がこうし
た基準を維持していることは、認定制度によって保証
されています。第 1章と第 2章では、米国の大学学部
課程の教育制度を説明しています。第 4章では米国の
大学に出願する際に注意しておくべき認定の種類に焦
点を当てています。

選択：米国の教育制度には、学校の種類、学問・社会
的環境、入学要件、学位取得プログラム、専攻分野の
選択肢の点で、世界でも類を見ない豊富さを誇ってい
ます。第 4章、第 5章では入学のための要件を説明し、
自分にふさわしい大学を選ぶ手続きの道案内をします。

多様性：米国には毎年、60万人を超える留学生がやっ
てきます。世界各地から集まった多種多様なバックグ
ラウンドを持つ人々に、米国の大学キャンパスで出会
うことができます。

価値：自分の将来への投資として、米国で取得する学
位には、費用に見合う素晴らしい価値があります。授
業料や生活費の選択の幅が広く、大学からの財政援助
を受けることもできるため、費用の面でも多数の学生
が米国留学できるようになっています。第 6章、第 7
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はじめに

章は、米国での教育の費用と資金の工面に関する情報
と助言を提供しています。

柔軟性：米国で学ぶ学生は、自分の通う大学の多様な
科目の中から選択することができ、さらに他の大学に
転校することもできます。学位の最初の 2年間を 1つ
の学校（通常はコミュニティ・カレッジです）で終了し、
それから別の学校に移ることはきわめて一般的です。
第 3章と第10章では、コミュニティ・カレッジと編入
制度について説明しています。

さらにこの冊子には、合格する出願書類の準備（第 8章、
第 9章）とビザ申請の手順（第11章）について記され
ています。第12章では、米国に到着した際のアドバイ
スについて説明しています。巻末の用語集では米国留
学の出願をする際によく目にする単語や表現を解説し
ています。

EducationUSAアドバイジングセンター

「アドバイジングセンターは私が学校を選ぶ際
に非常に優れた情報源となりました。担当のカ
ウンセラーは、自分にあった学校の選択から
TOEFLの受験、財政援助の申請や、カルチャー
ショックの理解にいたるまで、全ての段階で私
を支援してくれました」

― 政治学と国際関係論を専攻するドミニカ共和国の留学生

自分に最適の学校を選択し、合格する出願準備をする
ためには、自分が努力し、入念に計画する必要があり
ますが、ほとんど全ての国に、留学志望者のニーズを
理解し助けてくれる専門のアドバイザーがいます。米
国内での勉強に関する情報と助言は、世界各地に400以
上あるEducationUSAアドバイジングセンターから入手
できます。センターでは、大学要覧、手引き、大学案内、
入学試験情報などが閲覧でき、また、経験豊富な教育
アドバイザーがあなたやあなたのご家族の米国の大学
選びや出願に関する情報収集をお手伝いします。一部
のセンターでは、大学進学説明会やセミナーなどのイ
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はじめに

ベントを開催しています。アドバイジングセンターで
は、ビデオやグループ説明会などによる基本的な留学
情報の収集、ウェブサイトへのアクセス、図書室特設
コーナーでの蔵書閲覧などが無料でできます。それ以
外のサービスについては、センターによっては、有料
となる場合があります。

EducationUSAアドバイジングセンターは全て、米国国
務省の支援を受け、米国留学の幅広い機会について、
客観的な情報を提供することを目的にしています。こ
の業務を行っているセンターの名称や運営団体は国に
よって異なります。最寄りのセンターについては、米
国大使館または領事館に問い合わせるか、EducationU-
SAのウェブサイト（http://www.educationusa.state.gov）に
掲載されているリストをご覧ください。

合格を祈ります！
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第 1 章 米国の大学学部教育

米国の教育制度は、ほぼ間違いな
く、あなたの国の教育制度とは異
なっているでしょう。この章では、
米国で取得できる大学の学位や教
育機関の種類の違い、米国の大学
で学びたいと思っている人ならば
目にする重要な用語や考え方につ
いて紹介します。

カレッジ、総合大学、専門大学：
その違い

米国で学位を授与する教育機関の
名称には、カレッジ（college）、総
合大学（university）、専門大学（in-
stitute）という言葉のどれでも使う
ことができ、カレッジや専門大学

が総合大学に劣るというわけでは
決してありません。一般的に、カ
レッジは規模が小さい傾向があ
り、通常は学士号のみ授与します
が、総合大学は大学院の学位も授
与します。この冊子の中では、「学
校（school）」「カレッジ」「総合大学」
という言葉は互換性がある言葉と
して使われています。専門大学は
通常、 1つの密接に関連した科目
分野群の学位プログラムを提供し
ています。こうした専門大学には、
工科大学やファッション専門大
学、芸術・デザイン大学などがあ
ります。

それぞれのカレッジや総合大学の

米国の大学学部教育
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第 1 章 米国の大学学部教育

枠内に、教養学部やビジネスス
クールなどの学部（schools）があり、
それぞれの学部はその専門分野で
大学が提供する学位プログラムに
責任を負います。

学士号と準学士号

学士号取得には通常 4年間かかり
ます。準学士号取得には通常 2年
かかります。準学士号プログラム
は、卒業と同時に特定の職業に就
くことになる「最終（terminal）」
プログラムの場合もあれば、学士
号プログラムの最初の 2年間に相
当する「編入（transfer）」プログ
ラムの場合もあります。後者の場
合は、 4年制の学士号プログラム
の第 3学年に編入することができ
ます。準学士号プログラムは、短
期大学ないしコミュニティ・カ
レッジとして知られる 2年制のカ
レッジで行われています（以下の
コミュニティ・カレッジの項目を
参照）。 4年制カレッジと総合大学
は、学士号プログラムを提供して
おり、そのうち少数の大学では準
学士号プログラムも提供していま
す。

リベラルアーツ（一般教養）の
考え方

米国の大学学部教育は「リベラル
アーツ（一般教養）」という概念に
基づいており、学生の口頭言語能
力、作文能力、論理展開能力を発
達させる包括的な学問教育を行う
ことを目指しています。リベラル
アーツ・カレッジや一般教養プロ

グラムに重点を置く総合大学の学
生は、芸術、人文科学、語学、社
会科学、自然科学の多様な科目の
講義を受けることから学位プログ
ラムを始めます。それから、自分
が専門にする分野（「専攻」と呼ば
れる）を選び、自分がとる講座の
約25～50％を専攻分野から履修し
ます。一般教養プログラムをとら
ずに、例えば工学などの専門分野
を専攻する計画の学生も、学業を
補完するために講義の約25％を人
文科学と社会科学からとる必要が
あります。同様に、歴史学を専攻
したい学生も、数学や科学の分野
からいくつか講座を受講する必要
があります。

専門教育

米国の大学制度の中には、専門
（キャリア志向）教育が含まれてい
ます。大規模な総合大学は、教養
学部（a college of arts and scienc-
es）と、ビジネス、農業、医学、
法律、ジャーナリズム、公共政策、
科学技術、国際問題などの専門分
野を中心に学ぶいくつかの学部
（professional schools）で構成され
る傾向があります。専門教育に関
する詳細は、本シリーズの冊子
『 2．大学院、専門課程および研究』
に掲載されています。

州立大学

州立大学は、その州の住民に安い
費用で教育を提供できるように、
米国の州政府（例えば、カリフォ
ルニア、ミシガン、テキサスなど）
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第 1 章 米国の大学学部教育

が創立し補助金を出している大学
です。私立大学と区別するために、
公立大学と呼ばれることもありま
す。州立大学の一部は、大学名に
「州立大学」という言葉を入れた
り、地域的要素を盛り込んだりし
ています（例えば、東カロライナ
大学、西コネチカット州立大学な
ど）。州立大学は規模が非常に大き
い傾向があり、 2万人を越える学
生が在籍し、一般的に私立大学よ
り幅広い層の学生を受け入れてい
ます。州立大学の授業料は、一般
的に私立大学より安くなっていま
す。また、州内の居住者（その州
に住み税金を納めている人）の授
業料は、州外から来た人よりもか
なり低くなっています。留学生は、
他州から来た学生同様、州外の居
住者と見なされており、従って、
州立学校での授業料減額の恩恵は
受けられません。さらに留学生は、
州内の居住者よりも高い水準の入
学要件を満たす必要がある場合も
あります。少数の大学では、姉妹
都市や姉妹国の関係を通して、あ
るいは他国の大学と特別な取り決
めを結んでいるために、留学生に
州内の居住者用の授業料を適用し
ています。自国または自国の大学
が米国の都市や大学とそのような
提携関係にあるかどうかは、最寄
りのEducationUSAアドバイジング
センターに確認してください。

私立大学

私立大学は、寄贈財産、学生の支
払う授業料、研究助成金および卒
業生ら個人の寄付で運営されてい

ます。授業料は一般的に州立大学
より高く、金額は州内の居住者も
非居住者も同じです。宗教系の大
学および男子もしくは女子だけの
大学は私立です。私立大学の在籍
学生数は、総合大学の場合で 2万
人未満が一般的で、カレッジの中
には 2千人以下というところもあ
ります。

コミュニティ・カレッジ

コミュニティ・カレッジは、文系
準学士（AA）または理系準学士
（AAS）と通常呼ばれる 2年間の準
学士号プログラムと、素晴らしい
技術・職業訓練プログラムを提供
しています。名前が示すように、
コミュニティ・カレッジは地域社
会に根付いた学校で、中等教育の
学校、地域のグループ、雇用者と
密接なつながりをもっており、コ
ミュニティ・カレッジで学ぶ学生
の多くは大学キャンパスの近くで
家族と一緒に暮らしています。コ
ミュニティ・カレッジには公立も
私立もあり、短期大学または 2年
制大学と呼ばれることもありま
す。授業料は大抵 2年制大学の方
が 4年制より安く、多くのコミュ
ニティ・カレッジは、編入プログ
ラムを選択している学生が地元の
州立大学の学士号プログラムに 3
年生として簡単に編入できるよう
な取り決めをしています。

専門学校

これらの大学は、就職ないし職場
内での昇進の準備を学生にさせる
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ことを専門とする学校です。修了
証書取得プログラムやその他の短
期プログラムを提供し、特定の職
業や技術の裏づけとなる理論と、
その技術の利用方法に関して学生
を訓練します。プログラムは通常
2年間かそれ以下です。米国中に
は数千の専門学校（technical and 
vocational colleges、技術・職業大
学）があります。米国での短期の
勉学の機会に関するさらに詳しい
情報は、このシリーズの冊子『 3．
短期留学、英語留学、遠隔教育、
認定』に掲載されています。

遠隔教育

遠隔教育は、短期の専門コースか
ら大学院の学位取得まで、米国で
の勉学の手段として人気が高い方
法です。遠隔教育では、学生がキャ
ンパス内の教室で授業に出席する
ことはありません。その代わりに、
授業はインターネット、衛星テレ
ビ、ビデオ会議やその他の電子通
信手段などの技術を用いて「遠隔
地から」届けられます。

外国人学生は、大学のキャンパス
で顔を合わせて勉強するために、
短期間米国を訪れなければいけな
い場合もありますが、それ以外は
自国を離れずに米国の学位取得を
目指すことができます。遠隔教育
で学位を取得するには、自制力が
あり、熱心で、自ら進んで独学す
る能力などの資質が要求されま
す。遠隔教育を検討している人は、
プログラムの質、その教育機関が
米国で認定を受けているか、そし

て自国でその教育機関がどの程度
認知されているかをよく調べ、遠
隔教育が自分の将来の目標に合っ
ているかを見極めましょう。遠隔
教育については、本シリーズの
『 3．短期留学、英語留学、遠隔教
育、認定』でより詳しく解説して
います

学位取得を目的としない留学

米国の大学に留学したいけれど、
学位取得までは考えていない。米
国でキャンパス生活を体験しなが
ら特定の分野の知識に磨きをかけ
たい。そう考えている人もいるで
しょう。そうした教育体験も、きっ
と自分の役に立ちます。米国の大
学も、そのような学生を歓迎して
います。大学に手紙を書いて状況
を説明し、「聴講生（special stu-
dent）」または「学位取得を目指さ
ない学生、非学位取得学生（non-
degree student）」として出願する方
法を問い合わせましょう。米国で
の短期留学に関するより詳しい情
報については、本シリーズの『 3．
短期留学、英語留学、遠隔教育、
認定』を参照してください。米国
の大学への情報要請に関する詳細
は、この冊子の第 8章を参照して
ください。

役に立つウェブサイト

U.S. Network for Education Information
http://www.ed.gov/NLE/USNEI/toc.html
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Distance Education and Training Coun-
cil
http://www.detc.org

American Association of Community 
Colleges （AACC）の留学生向けウェ
ブサイト
http://www.aaccinternational.org

Community Colleges USA
http://www.communitycollegeusa.com



18 米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 2 章 米国の学士号

米国の学士号

米国での学士号プログラムの最も
魅力的な特徴の 1つは、非常に柔
軟性に富んでいるということで
す。通常、幅広い多様な科目から
選択して、自分だけのユニークな
学習プログラムを作ることができ
ます。一定の単位数を満たせば学
位が授与されます。普通、フルタ
イムで勉強して 4年かかります。
第 1学年はフレッシュマン、第 2
学年はソフォモア、第 3学年は
ジュニア、第 4学年はシニアと呼
ばれます。米国の学生は学位取得
のためにしばしば 4年以上かけ
る、と書いてあるのを目にするか
もしれません。これは、専攻を変
えたために、新しい専攻分野で学
位取得に必要な単位数ためる必要

があるせいかもしれません。ある
いは、学問的、個人的ないし経済
的な理由で、 1学期当りの履修科
目・単位数がフルタイムの学生よ
り少ないせいかも知れません。し
かし留学生は、パートタイムで勉
強することは認められておらず、
フルタイムの学生という身分を維
持しなければなりません。

学年暦

学年度は、それぞれの総合大学ま
たはカレッジで多少違いますが、
通常は 9月初旬から 5月末までと
なっています。年度は、「セメス
ター」と呼ばれる16～18週間ずつ
の 2学期に分けられることがあり
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ます。あるいは、各学期が約10～
12週間ずつの「クオーター（ 4学
期制）」や「トライメスター（ 3学
期制）」をとっている大学もありま
す。さらに、総合大学は、 6～ 8
週間の夏学期を設けているところ
がほとんどです。夏学期の受講は
任意で、早く学位を取得したい場
合や、通常の学期の履修科目・単
位数を減らしたい場合、あるいは
通常の年度内に単位取得に失敗し
た科目を取り直す場合に出席しま
す。年度内には少なくとも 2回の
長期休暇があります。12月から 1
月にかけて 2～ 4週間の休暇と、
3月初旬から 4月中旬の間の 1週
間の「春休み」です。

単位制度

米国の大学では、学生が一定の数
の「単位（credit）」を取れば学位
が授与されます。単位の代わりに
「セメスター時間・クオーター時
間」または「ユニット」という言
葉が使われる場合もあります。ど
の履修科目にも単位数が設定され
ており、卒業に必要な単位数はそ
れぞれの大学が独自に定めていま
す。年度の履修予定をたてる際に
は、アカデミックアドバイザーが
手助けしてくれるでしょう。

学位取得のための科目

学位取得プログラムを構成してい
る各科目は、次の種類に分けられ
ます。

・必修科目：必修科目は学位取得

プログラムの基礎となるもの
で、全ての学生に履修が義務付
けられています。学生は、数学、
英語、人文科学、自然科学、社
会科学から、さまざまな科目を
取ります。多くの必修科目を取
ることを義務付けている大学も
ある一方で、ほんの数科目だけ
を必修としている学校もありま
す。

・専攻科目：専攻とは、学生が集
中的に勉強することを選んだ分
野のことです。大多数の学生は
1つの分野を専攻しますが、複
数の分野を専攻する学生も数多
くいます。学位取得に必要な科
目の合計数のうち、専攻分野の
科目は 4分の 1から半分を占め
ます。

・副専攻科目：副専攻とは、 2番
目に集中して科目を取る分野の
ことです。副専攻として必要な
科目の数は、専攻科目の半分で
あることが多いようです。

・選択科目：どの学部・学科から
でも選べる科目で、興味のある
他のテーマや分野を探求する機
会を与えてくれ、卒業に必要な
単位数を満たす助けとなります。

成績

米国の大学は、継続的評価システ
ムを採用しており、履修した各科
目について成績をつけます。自分
が授業のために行うことのほとん
ど全てが、最終的な成績に影響を
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与えます。試験、小論文、または
レポート作成の宿題、実験報告、
実験室またはスタジオでの作業、
授業への出席、授業への参加態度
などの全てが、最終的な成績を決
定する上で考慮される可能性があ
ります。つまり、遅れずに読書課
題と学習課題をこなし、日頃から
きちんと授業に出席することが非
常に重要だということです。

下に挙げるのは、米国の大学で
とった授業の成績評価に使われる
アルファベットが、一般的に100点
満点で何点に相当するのかを百分
率で表したものです。

100－90％ = Ａ
 89－80％ = B
 79－70％ = C
 69－65％ = D
 64－ 0％ = F

GPA とは

各学生が学位プログラムを終えた
時点で、成績評価点平均値（GPA）
が出されます。成績評価点の累加
平均が、学位取得プログラム全体
を通じて履修した全ての科目の
GPAということになります。大多
数の大学は、4.0を満点とするGPA
方式を使っています。GPAを計算
するには、各科目の成績評価点（通
常はAなら4.0、Bなら3.0など）と
その科目の単位数を掛け算し、そ
れを全部足して、最後に全科目の
合計単位数で割ります。例えば、
以下のようになります。

成績 数値 単位数 合計
A 4.0 3 12
B 3.0 3 9
C 2.0 3 6
合計 9 27

27 ÷ 9  = 3.0 GPA

ほとんどの大学は、成績優秀者に
対して何らかの優等学位を授与し
ています。優等学位を受けるため
には、追加的に単位を取る、優等
論文を書く、集中的に学んだ分野
の総合試験を受験する、のうち 1
つを満たすだけでよい場合もあれ
ば、その全部を求められる場合も
あります。

まとめ

・米国の学士号取得には通常 4年
かかり、準学士号は通常 2年間
で終了します。

・学年度はそれぞれの大学が決め
ますが、通常は 9月から 5月ま
でを 1年度とし、2つの学期（セ
メスター）に分かれています。

・学位取得のためには、一定の単
位数を取得しなければなりませ
ん。履修した各科目には、一定
数の単位が与えられます。

・学生は、履修した各科目につい
て、勉強の継続的評価に基づく
成績をもらいます。

・成績評価点平均、つまりGPAは、
各科目でもらった文字による成
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績評価を点数に換算して計算し
ます。GPAは、学位取得プログ
ラムにおける学生の勉強ぶりを
評価するために使われます。

役に立つウェブサイト

EducationUSA
http://www.educationusa.state.gov

America.gov ― American Life
http://www.america.gov/amlife/
education.html
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コミュニティ・カレッジ

「私が通うコミュニティ・
カレッジは、何でもそろっ
ている繁華街にあります。
1クラスの学生数は少な
く、先生方は非常に優秀で
職業意識の高い人ばかりで
す。先生の大半は総合大学
で非常勤で教えています。
私のカレッジには優れた編
入プログラムがあり、学士
号を取得できる数多くの総
合大学へ編入することがで
きます」

―  コンピューターデザイン専攻のスリランカ留学

生

コミュニティ･カレッジは、短期大
学あるいはテクニカル・カレッジ
と呼ばれることもあり、大学教育
の最初の 2年間の課程を提供して

います。米国には、準学士号を授
与する 2年制の教育機関が1,200校
近くあります。コミュニティ・カ
レッジの中には規模が大きいのも
あり、大学キャンパスが都市部ま
たは都市郊外にあるカレッジも多
く、他方、規模が小さく田舎にあ
るカレッジもあります。大半のコ
ミュニティ・カレッジは公立で、
州政府や地方自治体から財政支援
を受けています。私立のコミュニ
ティ・カレッジも少数ながらあり
ますが、そうしたカレッジへの政
府の財政支援はほとんど、あるい
は全くありません。コミュニ
ティ・カレッジは地元企業と密接
に結びついているため、コミュニ
ティ・カレッジの多くが、生体工
学、バイオテクノロジー、再生可
能エネルギー技術、ロボット工学、
レーザー光学、地理情報システム
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などの分野の最新技術を備えてい
ます。

コミュニティ・カレッジに在籍す
る留学生の数は、過去10年間で急
増しています。教育プログラムが
優れていること、費用が安価であ
ること、総合大学へ編入できる科
目単位を提供していること、そし
て、英語教育があることが理由で
す。

カリキュラム

学位取得プログラム
学位取得プログラムの最初の 2年
間（大学 1年と 2年）を終えると、
文系準学士（AA）または理系準学
士（AS）を取得できます。これら
の準学士号を持つ学生は、コミュ
ニティ・カレッジで取得した単位
を、学士号取得プログラムのある
4年制総合大学へ移行することが
できます。

専門課程に入る前の文系準学士号
プログラムの中で留学生に最も人
気が高い分野は、会計、建築設計、
企業経営、コミュニケーション研
究、幼児教育、経済学、政治学、
心理学、社会学などです。理系準
学士号プログラムでは、天文学、
生物学、化学、コンピューターサ
イエンス、工学、環境科学、林学、
地質学、数学、マルチメディア、
物理学、野生生物科学などが最も
人気があります。

職業教育プログラム
コミュニティ･カレッジは職業教
育と技術訓練を中心としたカリ
キュラムも提供しています。講座
の一部は学士号プログラムへ移行
することができますが、カリキュ
ラム自体は、卒業直後の就職に向
けて学生を訓練するように編成さ
れています。履修科目要件を全て
満たせば、応用科学系準学士号
（AAS）が授与されるか、修了証書
をもらうことができます。

職業教育プログラムは、コメディ
カル医療科学プログラム（看護、
歯科衛生、救急救命士プログラ
ム）、建築設計、自動車工学、航空
飛行技術、調理学、デジタル画像
処理、電子工学、グラフィックデ
ザイン、映画／テレビ番組制作、
およびホスピタリティマネジメン
トと観光学の分野で提供されてい
ます。留学生にとってこうしたプ
ログラムがどの程度仕事に関係が
あり有益であるかは、自国に戻っ
て仕事をする際に求められる免許
や資格によります。

生涯教育／継続教育
コミュニティ・カレッジは多岐に
わたる継続教育講座を提供してお
り、その期間は 1カ月という短期
間から 1年間の長期のものまであ
ります。講座で教えるスキルもコ
ンピュータープログラミングか
ら、楽器演奏、外国語会話までさ
まざまです。不動産取引免許の取
得、米国市民権の取得、芸術的試
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みの追求など、学生が具体的な目
標を達成するための支援もしてい
ます。

また、コミュニティ・カレッジで
は基礎学力を伸ばす講座も提供し
ています。こうした講座は、高度
なコースへ進む前に英語力、読解
力、数学的能力などを向上させる
必要がある学生のためのもので
す。米国のコミュニティ・カレッ
ジの多くは、移民や留学生のため
にESL（第 2言語としての英語）
クラスを設けています。

認定

地域認定機関は、 4年制のカレッ
ジや総合大学を評価し、そこで提
供されるプログラムの全てにおい
て一定の基準や規格が満たされて
いることを保証していますが、コ
ミュニティ・カレッジも同じ地域
認定機関が認定しています。コ
ミュニティ・カレッジで提供され
る大学レベルの授業は、総合大学
が実施する授業と同程度に厳しい
ものです。また、コミュニティ・
カレッジと大学は同じような科目
の授業を実施しているため、コ
ミュニティ・カレッジの履修済み
科目単位をカレッジまたは総合大
学の学士号プログラムへ移行する
ことを認めています。

4 年制大学との提携

コミュニティ・カレッジと 4年制
大学は多くの場合、大学同士で単
位や学位を円滑に移行できるよう

にするために特別な提携協定を結
んでいます。単位の移行は「ツー
プラスツー」と呼ばれています。
コミュニティ・カレッジで 2年間
勉学した後、 4年制大学で 2年間
学べば学士号を取得できるからで
す。この制度の下では、学生は慎
重に学習計画を組み立てる必要が
あります。提携協定を注意深く読
んだうえで、コミュニティ・カ
レッジで履修した単位を総合大学
へ移行できることを確認しなけれ
ばなりません。

障害学生

コミュニティ・カレッジは、少人
数授業、学生への個別の配慮、個
別指導センター、指導教官プログ
ラムなど独自の学習環境を提供し
て、障害学生を支援しています。
学生を支援する環境としては、移
動・視覚・聴覚・学習などの面で
障害を持つ人のための専用設備が
挙げられます。手話通訳者や授業
のノートを取る人の用意や、教室
への通路の整備、点字資料の用意、
さらには試験時間を長くするなど
の措置をとってもらえることもあ
ります。

入学要件

コミュニティ・カレッジは、資格
のある全ての学生に高等教育機関
で学ぶ機会を保障することを目標
としています。入学要件について
は、学生が学位取得プログラムに
登録する前に、大学入学準備用の
科目あるいは単位の付かない科目
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をとる必要があるかもしれないと
いう理解の下に、多少緩やかに
なっています。

コミュニティ・カレッジに入学願
書を出す際に、学生が提出する必
要がある基本的な情報・資料は以
下の通りです。

・入学願書

・高等学校教育の修了証書、また
はそれに相当するもの

・学資が準備できることを証明す
るもの（財政援助誓約書ないし
銀行残高証明書の一方または両
方）

・入学しようとする教育機関の英
語要件を満たしていることを示
す証明書（コミュニティ・カ
レッジはTOEFL〔外国語として
の英語能力試験〕やIELTS〔国
際英語力試験〕の点数が低めで
あっても、あるいはこれらの試
験を受験していなくても入学を
許可する場合があります）

入学にはSATの点数は必要とされ
ませんが、SATの受験によって、
学生の米国留学への関心や熱意が
示されます。

費用、就労機会、奨学金

コミュニティ・カレッジの授業料
や諸費用は、 4年制大学でかかる
費用のおよそ半額です。コミュニ
ティ・カレッジから始めれば、学

士号を取得する合計費用をかなり
低く抑えることができます。

F- 1またはJ- 1の学生ビザで学ぶ留
学生は、授業を受けている学年中
は学外で働くことを認められてい
ませんが、大学校内の勤労修学プ
ログラムには、 1週間に20時間を
限度として参加することができま
す。民間の奨学金を受ける学生も
いるかもしれませんが、奨学金が
認められるのは通常、入学後もし
くは第 1学年の終了後です。奨学
金は学業成績を基準に決められま
す。

米国のコミュニティ・カレッジの
中には、産学協同教育プログラム
（co-op）を持つ大学もあります。

Co-opプログラムとは、授業での
学習と、学生の専攻分野に関連す
る分野で実際に働いて給与をもら
う体験とを組み合わせたプログラ
ムです。こうしたプログラムは、
チームワークやリーダーシップ、
プロジェクトマネジメントの能力
を体験を通して育む機会になるだ
けでなく、学生の仕事に賃金が支
払われるため、財政援助の 1手段
にもなっています。

スポーツ奨学金も財政援助の方法
の 1つです。奨学金が出る男子学
生向けのスポーツには、野球、バ
スケットボール、クロスカント
リー、ゴルフ、屋外陸上競技、サッ
カー、テニスなどがあります。女
子学生向けのスポーツで奨学金を
出しているのは、バスケットボー
ル、クロスカントリー、ソフトボー
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ル、屋外陸上競技、サッカー、テ
ニス、バレーボールなどがありま
す。

柔軟な英語力要件

多くのコミュニティ・カレッジで
は、学生が大学に到着後、授業に
登録する前に、独自に試験を行っ
て い る た め、 学 生 はTOEFLや
IELTSの点数を提出する必要があ
りません。語学能力が十分なレベ
ルに達している学生は、すぐに学
術課程を始めることが認められま
す。語学力の向上が必要な学生は、
IEP（集中英語プログラム）やESL
（第 2言語としての英語）の授業に
出席し、学術課程の受講を開始す
るまでに語学の必須要件を満たし
ておかなければなりません。

住居

約250校のコミュニティ・カレッ
ジが、大学構内にある学生寮を提
供しています。学生寮を利用でき
ないときには、留学生がホスト
ファミリー、貸し部屋、賃貸アパー
トなどを探すのを大学が手伝って
くれます。学生寮に入れなくても、
そのおかげで学生は自立が促さ
れ、米国の生活を間近で見る機会
が増えることが多いのです。

まとめ

・米国のコミュニティ・カレッジ
は、短期大学あるいはテクニカ
ル・カレッジと呼ばれることが
あり、大学教育の最初の 2年間

を提供します。

・コミュニティ・カレッジは、通
常の大学教育プログラムに加え
て、職業教育や継続教育／生涯
教育の講座を提供することもあ
ります。

・コミュニティ・カレッジは費用
対効果が高く、学生の指導・育
成に力を入れた学習環境を提供
しています。また、 1クラスの
人数が少なく、学生に対する幅
広い支援制度が用意されていま
す。

役に立つウェブサイト

American Association of Community 
Colleges （AACC）の留学生向けサイ
ト
http://www.aaccinternational.org

Community Colleges in the USA
http://www.communitycollegeusa.com

National Junior College Athletic Associa-
tion （NJCAA）
http://www.njcaa.org
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「大学の写真を見たり、映
像をダウンロードしたりし
て、その大学のことをよく
知りましょう。大学キャン
パスにいる自分を頭に描い
てみましょう。その光景が
気に入らなければ、別の大
学を探しましょう」

― 経営学専攻のブラジル人留学生

何千マイルも離れた場所からの大
学選びはただでさえ至難の業です
が、素晴らしい大学が数えきれな
いほどある米国ではなおさらで

す。しかし、綿密に計画を立て、
十分に下調べをすることで、自分
のニーズに合った大学の候補を数
校に絞り込むことができます。学
生は一人一人違いますから、何が
自分にとって重要かをじっくりと
考えてみることが大事です。この
章では、大学を10～20校ほどに絞
り込む上で、どのような学問上、
生活上、そしてその他の要素を考
慮すべきかを説明し、一層の手助
けや情報をどこで入手できるかに
ついての指針も提供しています。
米国留学を始めたいと思う時期の

自分に最適の
大学を選ぶには



28 米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 4 章 自分に最適の大学を選ぶには

12～18カ月前に留学先についてよ
く考えて、調べ始めるとよいで
しょう。

選択を助ける情報源

EducationUSAアドバイジング
センター

EducationUSAアドバイジングセン
ターは、世界中のほとんど全ての
国にあり、大学を調べる上で理想
的な出発点です。各センターには
通常、米国留学申請を手助けする
ために、大学要覧、大学案内、入
門的ガイドブック、パンフレット、
参考書などの蔵書があります。ほ
とんどのセンターでは、インター
ネットが使えるだけでなく、自分
に最適の大学を選ぶ助けとなるよ
う、コンピューターによる大学検
索エンジンが用意されています。
また多くのセンターでは、自国か
ら米国の学校に出願する学生に合
わせたガイドブックやビデオ、
ウェブサイトを作っています。ど
のセンターにも訓練を受けた職員
がいて、質問のある人に、じかに
会って答えたり、電話や電子メー
ルで答えたりしてくれます。

大学のウェブサイトと電子メー
ルアドレス

米国のほとんどの大学はホーム
ページを持っていて、学位プログ
ラム、出願手続き、学科、学内の
施設などについての情報を提供し

ています。大学案内や、留学生も
含め在籍中の学生のメールアドレ
スが載っているサイトも多く、そ
うした学生たちが質問に快く答え
てくれるでしょう。ウェブサイト
でこうした情報が見つからなけれ
ば、遠慮せず入学選考事務局に問
い合わせましょう。興味のある大
学を絞り込んだら、出願先を最終
決定する前に教授や入学選考事務
担当者に具体的な質問事項をメー
ルするのもよいでしょう。

インターネットを使った大学検
索

ウェブサイトの中には大学と無関
係のものもあり、勉強したいと思
う科目や地理的な好み、あるいは
その他の特定条件で学校を検索す
ることができます。

インターネットで大学検索を始め
る前に重要なことは、米国の大学
で自分がどのような体験を求めて
いるのか、自分自身に問うてみる
ことです。例えば、大都市で生活
したいのか、田舎や郊外を望むの
か。何万人も学生がいる大規模な
大学がいいのか、それとも中小規
模の大学を探しているのか。大学
構内に住みたいのか、それとも
キャンパスの外に住みたいのか。
こうした質問に答えることで検索
基準を絞り込み、自分が求める条
件にほぼ合致する学校のリストを
作ることができるでしょう。
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ソーシャルメディア

学生は情報技術のさまざまなツー
ルや形態を通して、米国の大学に
関する情報にアクセスできます。
オンラインの映像、ソーシャル
ネットワークグループ、ポッド
キャスト、ブログなどで、米国で
の大学生活について、学生から偽
りのない話や経験を直接見聞きす
ることができます。EducationUSA
アドバイジングセンターは、こう
した情報源を探すお手伝いもでき
ます。

YouTubeのチャンネルの 1つ「Edu-
cationUSATV」では、EducationU-
SAアドバイジングセンターが制作
した映像を放映し、標準試験の受
験から、出願書類や小論文の書き
方、奨学金や財政援助の確保、学
生ビザの申請、出発前オリエン
テーションへの参加にいたるま
で、大学を選ぶ過程で必要なさま
ざまな情報を提供しています。そ
れぞれの大学から投稿される映像
を見ることで、その大学が何を最
も優れた特質であると考えている
のか理解する機会が得られます。
ソーシャルネットワークグループ
に参加すれば、入学選考事務担当
者や在籍中の学生と連絡をとるこ
とができます。ポッドキャストで
は、出願申請の過程について役立
つアドバイスが提供されたり、入
学希望者が授業を聞いたりするこ
とができます。ブログでは、さま

ざまな大学での日常生活がどのよ
うなものか、学生の視点から見た
情報を得ることができます。自分
に合った大学を探す過程で、こう
したツール全てを活用することを
お勧めします。

大学フェアと訪問説明会

自分が米国を訪問できなければ、
大学の方から来てくれるかもしれ
ません。最寄りのEducationUSAア
ドバイジングセンターでは、米国
の大学の入学選考事務担当者と顔
を合わせて話す機会がもてる大学
フェアの開催予定や大学関係者の
訪問予定を教えてくれます。こう
した行事の多くは、あなたが留学
を開始する予定の前年の春か秋に
あるので、早いうちに大学調べを
始めることが重要です。大学フェ
アに参加する入学選考事務担当者
たちは、留学を希望するあなたの
ことや彼らの大学に興味がある理
由、何を勉強したいのか、につい
て理解しようと意欲満々です。ど
の大学が留学フェアなどの説明会
に参加するのか事前に情報を集め
ておくのは良い考えです。そうす
れば、参加予定の大学について調
べておくことができるからです。

米国の大学の入学選考事務担当者
はEducationUSAアドバイジングセ
ンターで大学紹介も行ないます。
こうした大学紹介はその大学があ
なたの国にやってきた時に行なわ



30 米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 4 章 自分に最適の大学を選ぶには

れるもので、年間を通じて実施さ
れています。大学紹介に参加すれ
ば、出願から入学までの過程や、
大学での学生生活がどのようなも
のかを理解するのに役立ちます。
世界各地で実施される大学留学
フェアのリストがEducationUSAの
ウェブサイトに掲載されています。

キャンパス訪問
「交流年の時であれ、休暇
中の旅行であれ、スポーツ
競技会であれ、留学を検討
している学校を訪れること
は大いに役立ちます」

― 舞台演劇専攻のフィンランド人留学生

大学に行く前に休暇を利用して米
国を訪れることができるならば、
関心のある大学を複数訪問してみ
る素晴らしい機会になります。現
役の学生が案内役を務めるキャン
パスツアーを行っている大学が多
いので、大学の入学選考事務局に
問い合わせてみてください。キャ
ンパスの雰囲気をよくつかむには
校舎や学生寮、学生会館、図書館
などを見学するとよいでしょう。
学生に話しかけて、大学生活が本
当はどんなものなのか尋ねてみて
ください。いくつかの民間組織が
米国の大学訪問ツアーを運営して
おり、留学を検討中の学生が、自
分にふさわしい学校かどうかを、
直接見て判断する手助けをしてい
ます。そのような組織について、

さらに詳しい情報があるかどう
か、EducationUSAアドバイジング
センターに問い合わせてみてくだ
さい。

教育コンサルタントと留学エー
ジェント

世界中の多くの地域で、米国の大
学への留学生を募集するため、民
間のエージェントや代理店が活動
しています。また、米国の大学選
びと出願書類の準備を有料で手
伝ってくれる民間の教育コンサル
タントもいます。こうした教育コ
ンサルタントや民間エージェント
は、米国の大学の卒業生であった
り、米国の教育制度の有利な点や
恩恵を広めることに力を注いでい
る人々であることが多いのです
が、そうでない場合もあります。
従って、サービスを受ける前に、
教育コンサルタントやエージェン
トの資格や過去の業績を調べるこ
とが重要です。エージェントやコ
ンサルタントが、「この学校に入学
を許可される」などと、実行でき
ない約束をすることがあります。
大学選びの際にこうしたエージェ
ントを使うことにした場合は、自
分から積極的に関わり、その人物
や会社が実際に何ができるのか
を、確実に理解するようにしま
しょう。

知識が豊富で頼りになるエージェ
ントやコンサルタントを見つけら
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れたら、米国の大学選びと出願に
非常に役立つかもしれません。し
かし、そのエージェントまたはコ
ンサルタントがこれまでに手がけ
た、あなたの母国出身の留学生の
成功例が事実かどうかを明確に示
す証拠を探すように心がけましょ
う。そのエージェントやコンサル
タントの推薦者や、特に現在米国
に留学している学生の、氏名と住
所のリストをもらいましょう。そ
のリストに載っている学生に手紙
または電子メールを送ったり、電
話したりして、留学先の大学につ
いて、またそのエージェントやコ
ンサルタントのサービスについ
て、直接意見を聞いてください。
仮にそのエージェントやコンサル
タントが、サービスの代価として
高額の手数料を請求している場
合、このような予防策が特に重要
です。最後に、薦められた大学が
きちんとした大学なのか、認定を
受けているのかということを、必
ずEducationUSAアドバイジングセ
ンターなどの中立的な情報源で確
認しましょう。

学業面で考慮すべきこと

学位の認定と認知度

米国のどの大学でも、その質を示
す重要な指標は認定状況です。多
くの外国と異なり、米国には教育
機関を認可する中央政府機関があ
りません。代わりに、非政府の認

定団体が実施する自主認定制度を
通じて、大学が基準を満たしてい
ることを保証しています。

米国の大学のほぼ全てが広く認知
された認定を受けていますが、米
国の認定制度は複雑です。認定に
は異なる種類がいくつかあり、認
定団体も数多くあります。学位を
授与している教育機関が、認定さ
れた機関でなければならないと
か、特定の形態の認定を受けてい
なければならないという法規定は
ありません。このような複雑さが
あるため、出願先の大学の学位が
自国の政府や関連専門職団体，省
庁、企業などに認知されるかどう
かを入念に確認する必要がありま
す。またあなたの母国に帰国した
卒業生に、そうした大学で取得し
た学位がその人の選んだ職種で通
用したかどうかを聞いてみましょ
う。大学の学部生として学ぶ途中
で、 1つの学校から別の学校に移
りたいとか、あるいは米国で大学
院に進学したいなどと思う場合
は、自分が出願しようとしている
大学の単位や学位を、他の米国の
大学が認めるかどうかも調べてお
くべきでしょう。

EducationUSAアドバイジングセン
ターでは、あなたの国での米国の
学位の認知度や、学位を授与して
いる米国のある大学が適切な認定
を受けているかどうかについて、
アドバイスをしています。認定に
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関するより詳しい情報については
本シリーズの『 3．短期留学、英
語留学、遠隔教育、認定』を参照
してください。

専攻

専攻とは、自分が専門に勉強しよ
うと計画している分野です。専攻
を計画している分野を、大学入学
時に明らかにする必要はありませ
ん。しかし、学位について明確な
目標がある場合は、その分野で学
位を授与する大学を特定する必要
があります。

テーマの中には、多くの大学が教
えているものもあります。どの
テーマを専攻したいのか分かって
いれば助けにはなるかもしれませ
んが、それでもまだ、選ぶべき学
校のリストは長いままかもしれま
せん。興味のある分野の範囲内に
特定の専門科目があれば（例えば、
20世紀の歴史、環境地理学、美術
の学位の範囲内での絵画などに関
心があるとすれば）、どの学校がそ
の専門科目を教えているか確認す
ることで、志望校リストを短くす
ることができるでしょう。

米国の大学要覧のほとんどは、最
も一般的に教えられている専攻分
野別に大学を掲載しています。イ
ンターネット上やEducationUSAア
ドバイジングセンターで利用でき
る学校検索エンジンもまた、志望
校を絞り込む上で役に立ちます。

大学案内や会報を利用して、自分
が興味を持つ分野が教えられてい
るかどうか、また自分の興味に焦
点が合ったプログラムがあるのか
どうかを調べましょう。

学問上の力点

大学がカリキュラムにどんな力点
を置いているかを見てみるべきで
す。力を入れているのは専門教育
か、それとも一般教養か。キャン
パスの大半は学部生なのか、それ
とも大学院生なのか。多くの一般
教養中心のカレッジは、研究より
も教育や教授と学生との交流など
に力点を置いています。従って、
教師 1人あたりの担当する学生の
人数はかなり少数です。研究中心
の大学の中には大学院生が大半を
占めるところもありますが、その
ような大学の施設は時代の先端を
行くものであることが多く、世界
的に有名な教授陣がいます。

厳選性

米国の大学制度はとても幅が広い
ため、入学要件もかなり違います。
非常に競争率の高い私立の総合大
学や一般教養カレッジだと、膨大
な数の出願者の中から、ほんのわ
ずかしか入学を認めないかもしれ
ません。これに対して、他の大学
では、入学基準に達している出願
者を全て受け入れるかもしれませ
ん。大多数の大学要覧や大学案内
は、前年度の出願者数と入学許可
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数に加え、前年度に入学を許可さ
れた学生のSAT平均点、ACT平均
点とGPA平均点を掲載しています。
しかし、入学選考事務担当者は、
小論文、受賞歴、地域ボランティ
ア活動、職務経験、趣味、特別な
能力などさまざまな要因を考慮し
ながら、その学校で成功する潜在
能力があるかどうかを見極めよう
と願書を吟味することを覚えてお
いてください。

学位取得プログラムの構造

各学校の科目案内や講義概要をよ
く吟味してください。多くの留学
生は、自分の興味のある科目を選
択できる柔軟な制度にひかれて米
国を選びます。しかし、学位プロ
グラムが高度に構造化されている
科目分野もあり、その分野を専攻
として卒業するためには、どの科
目をいつ履修しなければならない
かを大学が指定していることがあ
ります。この種の指定された科目
履修では柔軟性が制限されます。
そのため、例えば、運動選手の学
生は試合シーズン中であっても履
修科目数を減らすことはできませ
んし、逆に勉学意欲のある学生で
も専攻分野を 2つ持つことは許可
されません。

専攻したい分野があれば、その要
件を調べることが大切です。例え
ば、工学を専攻したいがビジネス
の学問的な知識もしっかり身につ

けたい場合、工学の学位の要件を
必ず調べましょう。要件が多すぎ
てビジネスの科目を追加すること
ができなくならないか、あるいは
工学と関連科目を組み合わせたい
人向けのプログラムはあるか、な
どについて情報収集するとよいで
しょう。

一般教養カレッジの中でも、必修
科目の要件はかなり違います。指
定科目群の中から一定数の講義の
履修を学生に義務づける大学もあ
れば、そのような要件はなく、学
生がバランスの取れた教育を全う
することを単に「強く勧める」だ
けの一般教養カレッジもあります。

既得単位の認定

米国の学生は、12年間の初等教育
と中等教育を終えた後に高等教育
を受けます。米国の大学の一部は、
13年間の初等教育と中等教育をも
つ教育制度を経た学生や、国際バ
カロレア資格を得た学生に、既得
単位を与えています。中等教育後
に職業・技術的な免状や資格取得
プログラム、または類似のプログ
ラムを履修してきた学生もまた、
学位取得に向けた単位を一部認め
られる場合があります。こうした
学生は、米国の大学に丸 4年間在
籍する必要はなく、既得単位所持
者の身分で大学に入学できるかも
しれません。入学選考事務担当者
にその可能性について聞いてみる
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べきです。また詳細については、
第10章「米国の大学への編入」を
読んでください。

教師に対する学生の比率

大規模な総合大学では、通常、大
学 1、 2年生のクラスの人数が多
く、教授の代わりに大学院生に教
えてもらう可能性も高くなりま
す。大学院生の数が少ないカレッ
ジでは、教授に教えてもらう可能
性が高く、最初から授業により大
きく貢献することが求められるで
しょう。教師に対する学生の比率
が高いということは、クラスの規
模が大きく、指導教授が個々の学
生に注意をあまり払えなくなるこ
とを示しています。

生活の面で考慮すべきこと

費用

学費の検討は非常に重要なことで
す。費用の計算や財政援助を受け
られる可能性についての詳細は、
この冊子の第 6章を読んでくださ
い。出願前に、自分が現実的にど
のくらい支払うことができるのか
を把握しておくことが大切です。
大学案内に掲載されている費用の
内訳を注意深く研究し、 4年間の
部屋代、食費、授業料、納付金、
交通費、その他の費用を、全て合
算しましょう。また、毎年多くの
大学が授業料を値上げするので、
授業料増額の可能性についても考

える必要があります。複数の学校
について、支払い計画を必ず比較
するようにしましょう。

住居

各大学によって居住施設や方針が
異なるので、 4年間の在学中ずっ
と学生寮に住めるのか、それとも
キャンパスの外で住居を探す必要
があるのか調べてください。キャ
ンパス内外の家賃の違いを調べま
しょう。キャンパス内で住む際の
取り決めも確認してください。学
生寮では他の学生 1人、 2人、ま
たは 3人と相部屋になる可能性が
ありますが、少なくとも最初の 1
年か 2年は、キャンパス内で暮ら
すことで、米国の大学生活により
早く簡単に溶け込めるかもしれま
せん。また、自動車の購入費や、
毎日の公共交通機関の交通費など
の追加的支出を節約できると同時
に、毎日キャンパスとの間を往復
する時間も節約できます。それで
も 3年生になる頃までには、キャ
ンパス外の自分のアパートで暮ら
したいと思うかもしれません。そ
のような引越しに関する大学の方
針と、地元の家賃や、物件が見つ
かるかについても忘れずに調べて
ください。

場所

米国のどの地域にも都市部と農村
部があります。都市部のキャンパ
スは、さまざまな食事や娯楽、文
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化、買い物の施設を提供していま
す。農村部の大学は、より静かで
大学を中心とした環境の可能性が
あります。気候も考慮すべき要因
です。北東部の四季のある気候か
らアリゾナの砂漠やフロリダの亜
熱帯気候に至るまで、限りないほ
ど多様性に富んでいます。また、
自分の勉強にとって役に立つかも
知れない地元の施設やサービスの
利用のしやすさについても留意し
てください。例えば、美術史を専
攻したい場合、学校が近くの美術
館や画廊で学生が関われるような
プログラムを提供しているかを調
べてみるとよいでしょう。

規模

米国の大学の学生数は、200人から
6万人までと幅があります。郵便
局や食品雑貨店、ショッピングセ
ンターを備えた小都市のような大
学もあれば、人口密度の高い大都
市にあっても、学生数が非常に少
ない大学もあります。自分の生活
スタイルしだいで、学生数の非常
に多い大学に在籍することから得
られる主体性・独立心を満喫する
ことも、小規模の大学のもっと人
間的な接触の方を選ぶこともでき
ます。社会生活や教授陣へのアク
セスについて、大学の規模に基づ
いて決め込むことは禁物です。

大学の環境

社会生活

米国の大学は大抵、学問的なプロ
グラムに加えて、各種の社会的・
文化的活動やスポーツ活動を学生
に提供しています。そのそれぞれ
がどの程度強調されているかに
よって、キャンパス内の社会環境
が決まります。また、学生の大多
数がキャンパス内外のどちらに住
んでいるのかも、学内での交友関
係に影響を与えます。コミュー
タースクールと呼ばれる大学で
は、大半の学生がキャンパス外に
住み通学しています。出願を検討
中の学生は、週末にその大学がど
のような雰囲気になるのか知りた
いと思うでしょう。ほとんどの学
生がキャンパス内に居残るのか、
旅行に出かけるのか、それとも毎
週末、大学を離れ、家族の顔を見
に実家に帰るのか。こうした要素
の全てが、キャンパスでの社会生
活に影響するでしょう。

フラタニティーとソロリティー

フラタニティー（男子学生の社交
クラブ）とソロリティー（女子学
生の社交クラブ）は社交の全国組
織で、全米のキャンパス内に小規
模グループ、すなわち「支部」が
あります。パーティや親睦活動を
企画することで恐らく一番有名で
しょうが、慈善活動も主催し地域
ボランティア活動にも参加しま
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す。フラタニティーとソロリ
ティーを合わせて「グリークシス
テム」を構成しています。「グリー
ク」という言葉が使われているの
は、フラタニティーとソロリ
ティーのクラブ名が 2つないし 3
つのギリシャ文字からなっている
からです。多くの大学キャンパス
で、フラタニティーとソロリ
ティーは学部学生の交友関係の中
心になる可能性があります。この
グリークシステムが大好き、ある
いは大嫌いなら、出願する大学で
フラタニティーとソロリティーが
交友環境を支配しているかどうか
を確かめてください。こうした社
交クラブの一員になりたくない場
合、そうした雰囲気が強い大学に
通うことには問題がある恐れがあ
ります。フラタニティーやソロリ
ティーに参加を求める圧力が大き
く、そのシステム外では付き合い
の選択肢が限られてしまうかもし
れないからです。

留学生

米国の各大学に在籍する留学生数
は、10人未満から7,000人以上まで
幅があります。大学要覧には、多
くの場合、他のデータと共に、何
人の留学生が在籍しているのか正
確な人数を掲載しています。Edu-
cationUSAアドバイジングセンター
には通常、この種の情報を提供し
てくれるさまざまな参考資料があ
ります。

こうした数字を検討する際には、
自分自身の必要性を考えてくださ
い。ほとんど留学生がいない大学
では、自分自身が、知り合いにな
れる非常に特別な存在、と周囲か
ら見られるかもしれません。しか
し、こうした学校では、留学生向
けサービスが少ないかもしれませ
ん。留学生の多い大学には、親身
になって世話してくれる既成の支
援グループがあるかもしれません
が、米国人学生と知り合い交流す
るためには、並々ならぬ努力が必
要かもしれません。

提携関係

米国のどの大学も、あらゆる人種、
皮膚の色、宗教の学生を受け入れ
るでしょうが、中には、比率は低
いですが、宗教的雰囲気を持つ大
学や男性あるいは女性だけを教育
する大学、特定のバックグラウン
ドを持つ学生が共に暮らし学べる
大学など、何らかの使命に基づい
て創立された大学もあります。出
願予定の大学の設立理念を読み、
自分の目標が大学の目標と合致す
るかどうか判断してください。
4,000を上回る米国の大学のうち、
800校余りが特定の教会の宗派な
いし宗教的伝統と関係を持つ学校
で、約60校が男子校、約50校が女
子校です。米国の高等教育制度に
は、黒人のために設立された大学
（HBCU： Historically Black Colleges 

and Universities）やヒスパニック
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系学生のための大学（HSI： His-
panic-serving Institutions）のように、
特定のバックグラウンドを持つ学
生のための学校もあります。

課外活動

米国の大学は、スポーツチームや
文系のクラブ、大学新聞、演劇制
作、地域ボランティア活動など数
多くの課外活動を提供していま
す。自分の興味が明確なら、それ
を満たす学生の集まりがあること
を確認してください。もしなかっ
たとしても、いつでも自分が始め
ることができるということを忘れ
ないでください。また、さまざま
な学生組織について知ることで、
さまざまな大学での学生生活につ
いて理解を深めることができるで
しょう。

その他考慮すべきこと

アイビーリーグを超えて

「アイビーリーグ」というと、現
在では、選ばれた学生だけが入れ
る一流の大学 8校を思い浮かべま
すが、元来は、東海岸のいくつか
の大学のスポーツリーグのことで
した。多くの留学希望の学生が、
米国の大学を調べ始めるにあた
り、よい教育を受けるにはアイ
ビーリーグの大学に入学しなけれ
ばならないと思いこんでいます。
アイビーリーグの大学はどれも素
晴らしい学校ですが、米国には

4,000校以上のカレッジや総合大学
があることを忘れないでくださ
い。名前を聞いたことがないとい
うだけの理由で、その大学を片付
けてしまわないでください。自分
自身が必要とするものを第 1に考
えるべきです。自分の興味とニー
ズに合った学校を見つけるため、
あらゆる選択肢を注意深く調べて
ください。

ランキング

米国には大学上位10校、20校、50
校、100校といった公式のランキン
グリストはありません。米国政府
は大学のランク付けを行っていま
せん。多くのランキングは主観的
なもので、大学の教育水準や一般
的評価が主要な基準になっている
とは限りません。その上、優秀な
大学の多くが、ランキングを作成
する団体に情報を提供しないこと
にしています。ランキングの基準
について説明がない場合は、特に
注意が必要です。より定評のある
ランキングが大学選びの出発点に
なることはあるでしょう。しかし
「最良」な大学とは、この章で挙げ
た要素に基づいて選んだ、自分に
とって最適な大学なのです。

学生向けのサービス

米国の大学は、さまざまなサービ
スを学生に提供しています。留学
生相談、キャンパスのオリエン
テーションプログラム、カウンセ
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リング、法律相談、住宅相談、バ
ラエティーに富んだ食事計画、医
療センター、個別指導施設、「第 2
言語としての英語」プログラム、
文章作成指導、キャリアカウンセ
リング、などたくさんあります。
各大学の施設を比較して、自分の
具体的なニーズに合ったサービス
を探しましょう。

インターンシップや海外留学プ
ログラム

多くの米国の大学が、カリキュラ
ムにインターンシップ（ボラン
ティアまたは有給の職場体験）や
海外留学プログラムを組み込んで
おり、興味を持てるプログラムが
あるかもしれません。

障害学生のためのサービス

特別なニーズがある場合は、選ん
だ大学が便宜を図り受け入れてく
れるかどうかを確認しましょう。
また、大学と連絡を取り合う期間
を十分に確保しましょう。渡米予
定時期の少なくとも 2年前には問
い合わせを始めることをお勧めし
ます。大学に書面で問い合わせる
際には、自分の障害の詳細を簡潔
に説明し、自分のような学生に大
学がどのような支援を提供してい
るかについての情報を求めましょ
う。また、障害学生の特別なニー
ズに対応しているキャンパス内の
部門にサービス内容を問い合わせ
るのもよいでしょう。障害学生

サービス室（Of�ce of Disabled Stu-
dent Services）、障害サービス室
（Of�ce of Disability Services）など
の特定の部門がある場合もあれ
ば、学生課の一部になっている場
合もあります。

学習障害学生支援サービスについ
ては、包括的なプログラムを提供
している大学もあれば、複数の特
別なサービスを利用できるように
している大学もあります。家族と
一緒に、サービス内容を自分の
ニーズと照らし合わせて、比較検
討しましょう。どのサービスは手
続きが要らずに無料で提供される
のか、どのサービスはあらかじめ
手配が必要で有料なのかを確認し
ましょう。出願時には自分の障害
を証明する書類が必要になりま
す。可能ならば、出願する大学に
在籍している、自分と似た障害を
持つ学生に連絡を取りましょう。
より個人的な意見が聞けるはずで
す。そして、できればキャンパス
を訪問しましょう。障害学生は、
適切な証明書類を提出すれば、
SATやACTなどの学部入学試験お
よび学年度中の各試験を受ける際
に、特別な設備や時間延長を願い
出ることができます。

まとめ

・大学の数を絞り込むためには、
勉学面での考慮事項、立地、費
用など自分にとって重要な要素
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のリストを作成し、特定した要
件を満たす大学を探すことです。

・大学要覧を参照したり、候補を
絞り込むのに役立つコンピュー
ター利用検索プログラムやウェ
ブ検索プログラムを使いましょ
う。大学要覧や検索プログラム
は、EducationUSAアドバイジン
グセンターで大抵利用できます。

・米国の大学の代表者に会う機会
を調べ、質問に答えてもらうと
いいでしょう。電子メールを利
用した大学の職員や学生とのや
り取りも有効な情報収集源とな
るでしょう。

・米国の大学には公式ランキング
はありません。ランキングを見
つけたらその基準を慎重に見極
めましょう。

役に立つウェブサイト

世界各地のEducationUSAアドバイジ
ングセンターの一覧
http://www.educationusa.state.gov/

centers

テキサス大学オースティン校の全米
大学データベース
http://www.utexas.edu/world/univ/state/

カレッジボードの大学検索
http://www.collegeboard.org

米国教育省のカレッジナビゲーター
http://www.nces.ed.gov/ipeds/cool

プリンストンレビュー
http://www.princetonreview.com/

Council for Higher Educationのウェブ
サイトの中の「認定」のページ
http://www.chea.org

認定されている中等教育後教育機
関・プログラムについての米国教育
省のデータベース
http://ope.ed.gov/accreditation/

Mobility International USA（障害学生
向けの情報）
http://www.miusa.org
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入学要件

米国の大学に入学する資格を得る
ためには、一定の最小限の入学要
件を満たしていることが必要で
す。その中には、高等学校の卒業
証書または試験結果、英語能力、
そして（ほとんどの場合）、米国の
大学入学試験のうちの 1つの試験
の点数が含まれます。合格に至る、
成功する出願書類の準備方法につ
いては、この冊子の第 8章で扱っ
ています。

高校卒業証書・試験結果

ほとんどの米国の大学は、留学生
に、自国での大学進学を可能にす
る高等学校の卒業証書または試験
結果を持っていることを期待して
います。最も競争が激しい大学で
は特にそうです。しかし、米国の
大学は、入学基準も合格率も非常
に多様で幅があることも覚えてお
いてください。米国の教育制度は
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知識の幅広さに力点を置くため、
高等学校での勉強が、英語、数学、
自然科学（物理学、化学、生物学
のいずれか、または全部）、人文科
学または社会科学（歴史学、地理
学、経済学、政治学、または類似
の科目）、外国語などのさまざまな
科目を含んでいることも、また重
要です。大学は通常、17歳未満の
留学生は受け入れません。

標準入学試験

「標準試験には、時間をか
けて十分に準備して臨みま
しょう。時間が長く、疲れ
る試験です。繰り返し受験
して点数を上げるのもいい
でしょう」

― 美術専攻のブラジル人留学生

出願手続きの一環として、米国の
ほとんどの大学は、米国の標準入
学試験のうちの 1つの試験の点数
の提出を求めます。しかし、留学
生には入学試験の受験を義務付け
ない大学もありますし、どの出願
者からも入学試験の点数を求めな
い大学もあります。具体的な入学
試験の要件を知るためには、Inter-
national Student Handbook （The Col-
lege Board, New York, N.Y.）や、Pe-
terson’s Colleges and Universities in 
the U.S.A. ― The Complete Guide for 
International Students （Peterson’s, 
Princeton, N.J.） のような米国の大

学要覧を参照してください。また、
コミュニティ・カレッジは通常、
出願者に標準入学試験の受験を義
務付けていないことにも留意して
おくとよいでしょう。

米国の標準入学試験は、主として
多肢選択方式の試験で、学部レベ
ルの勉強に必要な技能を評価する
ためのものです。米国の大学は、
全ての出願者（米国内および他国
から）を同じ基準に照らして評価
する手段として入学試験を使いま
す。高等学校の卒業証書や試験は
入学試験に相当するものではない
こと、また、入学試験は出願手続
きの一部に過ぎないことを忘れな
いでください。入学試験の点数が
良いだけでは、自分の選んだ学校
に入学許可される保証にはなりま
せん。

学部入学審査に関わる主な試験に
は、次の 3つがあります。

・ 大学進学適性試験（SAT）
・ SAT科目試験
・ 米国大学入学学力試験（ACT）

大学の中には、独自の試験や追加
試験を受験させる場合もあります
ので、出願を予定している大学に
必ず確認しましょう。

SAT（大学進学適性試験）
SAT 適性試験とSAT科目試験の両
方とも、米国外の各地で年に 6回
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行われます。事前登録が必要で、
締め切りは通常、試験日の 5週間
前です。試験日、試験会場、料金、
登録手続きなどの詳細な情報は、
SAT留学生受験要綱またはSATの
ウ ェ ブ サ イ ト（http://www.
collegeboard.com/testing）を参照し
てください。受験要綱は、最寄り
のEducationUSAアドバイジングセ
ンターで入手できます。また、ほ
とんどの場合、情報のダウンロー
ドや受験登録をオンラインで行う
ことができます。College Board（米
国の大学入学試験委員会）のウェ
ブサイトには、実際の試験と同じ
長さの模擬試験が 1つと模擬試験
問題がたくさん掲載されていま
す。EducationUSAアドバイジング
センターには通常、SATの模擬試
験問題を含む受験対策資料を常備
してありますので、それを参照し
たり、借りたり、購入することが
できます。

試験内容：SAT適性試験は主に多
肢選択方式の試験で、論理的読解
力、数学的能力、文章作成能力を
測定するものです。試験は 9つの
パートに分かれており、試験時間
はパートによって異なります。そ
のうち、 3つが論理的読解、 3つ
が数学、3つが文章作成の部門（こ
のうちの 1つが25分間の小論文）
です。この他に追加のパートが 1
つあります。追加パートは「平準
化」の部門で、論理的読解か数学

のどちらかです。これは、試験の
難易度を毎年同じレベルにするた
めのもので、受験者の点数には加
算されません。25分間のSAT小論
文では、全ての学生が理解できる
争点が 1つ提示されるので、それ
について、自分の立場を支持する
具体例を交えながら自分の考え方
を説明し展開することが求められ
ます。

SAT科目試験もまた、主に多肢選
択方式の問題で、 1時間だけのテ
ストです。特定の科目分野の知識
を評価するもので、現在提供され
ている科目は以下の通りです。

・ 米国史
・ 生物学
・ 化学
・ 中国語
・ フランス語
・ ドイツ語
・ イタリア語
・ 日本語
・ 韓国語
・ ラテン語
・ 文学
・ 数学
・ 現代ヘブライ語
・ 物理学
・ スペイン語
・ 世界史

多くの米国の大学、特に難しい入
学基準を設けている大学は、入学
選考と能力別クラス分けの両方ま
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たはいずれか一方のために、 1科
目あるいは複数のSAT科目試験の
点数を提出するよう要求ないし勧
めています。SAT科目試験の受験
登録をする前に、各学校の要件を
必ず調べてください。どの科目の
テストを受ける必要があるか指定
する大学もあれば、受験科目の選
択が自由な大学もあります。後者
の場合は、自分が最も得意な分野
で受験しましょう。

点数：SAT適性試験の 3部門（読
解、数学、文章作成）は、それぞ
れ200点から800点までの点数がつ
きます。従って、SAT適性試験の
3部門を合わせた最高点は 2 ,400
点です。 3部門の点数は、別個に
大学へ報告されます。ほとんどの
大学要覧や大学入学案内には各学
校の入学者の平均点数が掲載され
ており、相対的な選択性がある程
度分かります。大学が文章作成能
力の平均点を掲載していなくて
も、それはこの部門が比較的新し
く設けられた試験項目であるから
にすぎません。文章作成部門の点
数は常に、大学に報告されるSAT
の点数に含まれています。

SAT科目試験も200点から800点の
間で点数がつきます。

ACT米国大学入学学力試験
大学入学学力試験（ACT）はACT
社が運営する試験で、年間に最高
5回まで世界各地の試験会場で実

施されます。ACTは教育課程に基
づいて行われる試験です。つまり、
生徒が学校で学ぶ科目に関して直
接生徒を試験するということで
す。受験登録の締め切りは試験の
約 5週間前で、留学生はインター
ネットで登録します。試験日、試
験会場、受験準備用の無料資料に
関する詳細な情報は、ACTのウェ
ブサイト（www.actstudent.org）に
掲載されています。

試験内容：ACTは教育課程に基づ
いて実施される多肢選択方式の試
験で、英語、数学、読解力、そし
て科学的論理思考力の学力を測定
するものです。また、任意で選択
できる小論文のパートも含まれて
います。ACTの小論文を受験する
必要があるかどうかは、出願先の
大学に確認してください。

点数： 4つの科目分野のそれぞれ
について、正解数の合計である素
点がつきます。素点は 1点から36
点までの点数に変換されます。各
分野の点数を足し、 4で割り、総
合点を計算します。総合点の最高
点は36点、最低点は 1点です。大
学へ点数が報告されるまで 4～ 8
週間かかります。

英語能力

米国で勉学に成功するための基本
的な要件の 1つは、英語でのコ
ミュニケーション能力です。英語
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が母語でない場合、米国の大学は
学位プログラムへの入学を許可す
る前に、英語能力検定試験を受け
るよう求めることになります。英
語能力検定試験の中で最も一般的
な 2つの試験、TOEFL（外国語と
しての英語のテスト）とIELTS（国
際英語力試験）に関する情報を以
下に掲載します。各大学は英語に
ついて独自の入学基準を設けてい
ますので、出願先の大学に問い合
わせて要件を確認してください。

学位プログラムを開始する前にそ
の大学で行われる英語の授業に通
うという条件付きで、入学を認め
る学校もあるかもしれません。必
要とされる英語の水準に達すれ
ば、勉強を開始できるでしょう。
しかし、米国で勉強を始めるのに
十分な英語能力があることを証明
できなければ、自国で学生ビザを
取るのが難しい場合があることも
忘れないでください。

米国市民でなく、英語が母語でな
くても、学校教育のほとんどを英
語で受けてきた場合には、英語能
力検定試験を免除されることがあ
ります。出願手続きの中に、この
件について米国の大学と連絡を取
り合う時間をとっておきましょ
う。米国の大学は恐らく、高等学
校の英語の試験結果を英語能力の
証明としては認めてくれないで
しょう。

TOEFL（外国語としての英語の
テスト）
TOEFLは、英語を母語としない人
が学問の場で、英語で意思疎通で
きるかどうかの能力を測定するも
のです。

インターネット版のTOEFL試験
（TOEFL iBT）は、「読む」「聞く」
「話す」「書く」の 4部門に分かれ
ています。受験者は試験を終了す
るのに最長 4時間が与えられま
す。試験は、認定を受けた試験会
場から、保護されたオンライン試
験ネットワークに接続したコン
ピューター経由で実施されます。

ペーパーテスト（TOEFL PBT）は
iBT試験を利用できない地域で
TOEFLの試験を行い、インター
ネットで実施されるTOEFL iBT試
験会場のネットワークを補完して
います。ペーパーテストには「話
す」部門は含まれていません。
TOEFLを受験することにしたけれ
どもTOEFL iBT試験が実施されて
いない国に住んでいるという場合
は、米国のETS（教育テストサー
ビス、電子メールアドレスtoe�@
ets.org）へ連絡し、会話能力を測
定するための試験（TSE： Test of 
Spoken English）を要請することが
できます。

TOEFLの受験登録はインターネッ
ト、電話、郵便で受け付けており、
事前登録が必要です。試験の時期
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や都市によっては受験会場が満員
になることがあるので、早めに登
録しましょう。受験登録、試験日、
受験準備、その他についてさらに
詳しくは、TOEFLのウェブサイト
（www.ets.org/toe�）をご覧いただく
か、最寄りのEducationUSAアドバ
イジングセンターにご連絡くださ
い。

IELTS（国際英語力試験）
IELTSは「読む」「聞く」「書く」「話
す」という英語能力を評価する
ペーパーテストです。

IELTSのうち読解と作文について
は、「アカデミック」と「ジェネラ
ルトレーニング」の 2種類が実施
されていますが、リスニングと会
話の部門はどちらも 1種類です。
高等教育機関への入学や保健医療
分野の専門職の免許取得を目指す
受験者は、通常、読解と作文の試
験は「アカデミック」版で受験し
ます。「ジェネラルトレーニング」
の方は、実用的な活動のため、中
等教育や職業訓練を受けるため、
仕事のため、あるいは移住のため
など、日常生活で英語を必要とす
る受験者のためのものです。

受験登録の情報については、
IELTSのウェブサイト（www.ielts.
org）をご覧ください。ウェブサイ
トから「受験要綱（Information for 
Candidates）」をダウンロードでき
ます。また、IELTSセンターのリ

スト、試験日、自国の通貨に換算
した受験費用などの情報もウェブ
サイトに掲載されています。

まとめ

・米国の学士号取得プログラムに
出願するためには、自国での高
等学校の卒業証書または試験結
果が必要です。

・17歳以上であることが必要です。

・全てではないにせよ、多くの米
国の大学が、留学生に入学試験
を受けることを義務付けていま
す。通常はSAT適性試験または
ACTを受けることになります。
SAT科目試験も必要な学校もあ
ります。具体的な試験要件につ
いて、早めに調べておきましょ
う。

・ACTやSATは毎学年度、数回実
施され、受験登録要綱は試験実
施事務局またはEducationUSAア
ドバイジングセンターで入手で
きます。また、インターネット
からも申し込めます。

・英語が母語でない場合、十中
八九、TOEFLかIELTSを受ける
必要があるでしょう。その他の
英語能力試験が認められる場合
もあります。
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役に立つウェブサイト

SAT（大学進学適性試験）
http://www.collegeboard.com/student/

testing/sat/about.html

ACT（米国大学入学学力試験）
http://www.actstudent.org

Test of English as a Foreign Language 

（TOEFL）
http://www.ets.org/toe�

International English Language Testing 

System （IELTS）
http://www.ielts.org
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米国での教育には高い費用がかか
るように思うかもしれませんが、
投資資金に見合う素晴らしい価値
があることに既に気づかれている
方もいらっしゃるでしょう。この
章では、留学にかかる費用とその
費用を工面する方法について、大
学やその他からの財政援助も含
め、より詳しく見ていきます。

計画は早めに

「どれだけ費用が必要で、
実際にいくら出せるのか、
現実的に考えましょう」

― 国際関係専攻のガーナ人留学生

大学への入学願書を準備し提出す
る前に、学資とその工面方法を理
解し計画することが重要です。大
学は通常、出願手続きの一環とし
て、財政能力証明書と保証を要求
します。加えて、学生ビザ申請に
は学費を全部払えるという証明が
必要です。既婚者で子供がいる場
合、もしくはそのどちらかである
場合もまた、本人と家族を養うの
に十分な資金があることを前もっ
て証明する必要があります。

費用を計算する

米国留学にかかる主な費用は授業
料と納付金、それに生活費です。
これらは金額に大きな幅があるの

学資の工面
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で、教育にかかる各費用を多少コ
ントロールできます。米国の大学
は全て、学校とその地域でかかる
費用に関する情報を公表していま
す。経費を計算する際には、以下
の点を考慮してください。

授業料と納付金
授業料は指導・授業にかかる費用
で、納付金は図書館や、学生活動、
医療センターなどのサービスにか
かるものです。留学生は、授業料
と納付金の両方を払わなければな
りません。一部の大学は、この他
に、全学生に義務付けている健康
保険の保険料も請求します。

授業料と納付金は学校によって大
きな違いがありますが、授業料と
納付金の水準と学校の質との間に
は、何の相関関係もありません。
一般的に、授業料や納付金は私立
大学の方が州立大学より高くなり
ます。コミュニティ・カレッジや、
技術・職業教育を行うカレッジ
は、大学全体の中で納付金が最も
低額になっています。州立大学は、
州外居住者には州内居住者より高
い授業料を負担させます。州立大
学に通う留学生はほとんどの場
合、州内居住者向けの授業料減額
の対象にはならないため、州外居
住者向けのより高額な授業料をプ
ログラム修了まで支払わなければ
なりません。また授業料や納付金
が一番安い大学が生活費も一番安
いというわけではありません。年
間費用をより正確に見積もるに
は、授業料と納付金、および生活
費の双方を調べることが大切です。

授業料や納付金は大学によって異
なり、また毎年平均 5％上昇する
ので、最新の金額は、最新の大学
要覧、ウェブサイトや最寄りのEd-
ucationUSAアドバイジングセン
ターで閲覧できる参考資料で確認
するのが一番です。出願時には必
ず最新の金額を大学に確認しま
しょう。

生活費
生活費にも大きな幅があり、個人
の生活スタイルにも左右されま
す。生活費は、大都市、カリフォ
ルニア州と北東部で最も高く、南
部や中西部、その他の地域ではは
るかに低い場合があります。最新
の生活費を知るには、大学案内や
ウェブサイトは良い情報源になり
ます。通常、生活費総額のほかに
家賃、食費、書籍代、医療保険、
個人的支出など、おおよその内訳
も載っています。最寄りのEduca-
tionUSAアドバイジングセンター
にも、都市ごとまたは大学ごとの
最新の月額生活費に関する情報が
ある場合もあります。

基本的な生活費には食費と住居費
が含まれるのはもちろんですが、
以下の項目も忘れずに計算に入れ
ましょう。

書籍および学用品：各大学は学年
度ごとに書籍および学用品代の概
算を公表しています。米国の学生
は教科書を自分で購入しなければ
ならず、書籍代は極めて高額な場
合もあります。ほとんどの大学は
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キャンパス構内に書店があり、そ
の多くでは、中古の教科書を新品
より安価で購入でき、また学期終
了時には、購入時より低い価格で
すが、買い取ってもらうことがで
きます。工学や美術、建築など特
殊な必需品を必要とする分野の専
攻を予定している場合は、出費が
平均より高くなることが多いで
しょう。

交通費：大学が公表している生活
費にはほとんどの場合、自国と米
国の間の渡航費は含まれていませ
ん。年間の予算に大学から自国ま
での帰国費用を含めるのを忘れな
いようにしましょう。大学の外に
住み通学する場合は、大学までの
交通費を追加しましょう。コ
ミューターカレッジ（学生の多く
がキャンパス外に住み通学してい
る大学）は、生活費に占める交通
費の概算を教えてくれるでしょう。

その他の個人的支出：個人的支出
には、生活必需品、衣類、サービ
スなどの費用が含まれます。健康
保険は加入が義務付けられていま
す。扶養家族（配偶者と子供の両
方、もしくはそのどちらか）がい
る場合や特別な医療ニーズがある
場合は、生活費を相当額上積みす
る必要があります。

学資を工面する

米国留学の最低 1年前には学資計
画を立て始めることが大切です。
学資計画には次のものが含まれま
す。

・効果的な出願書類をそろえる
（第 8章参照）

・自己資金を見積もる

・自分が応募できる財政援助を特
定する

・ 教育経費を抑える

自己資金を見積もる
自分を支援してくれる両親やその
他の親族と相談して、自分の教育
のために毎年いくら出してもらえ
るのか確かめてください。家族か
らはできるだけ多くの資金を出し
てもらうようにしてください。と
いうのは、ほとんどの奨学金は、
獲得できたとしても、学費と生活
費の合計額の一部しか賄えず、し
かも 1年目の留学生には与えられ
ない場合があるからです。

財政援助先を見つける
留学生向けの各種奨学金と財政援
助はどれも非常に競争が厳しく、
優秀な学業成績が必要です。しば
しば「奨学金」と「財政援助」と
いう言葉が互換性のあるものとし
て使われているのをよく見聞きす
るかもしれませんが、厳密に言え
ば、奨学金とは、傑出した学業成
績、スポーツや芸能の特殊な才能、
さらに地域ボランティア活動や地
域社会での指導力なども多分入る
でしょうが、そうした実績に基づ
く報奨金です。財政援助は、家族
の収入、資産、その他の要素の証
明書に基づく学生の財政的必要性
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に応じて支給される「必要に基づ
く」補助金です。以下は、米国で
勉強したい外国人学生が応募でき
る財政援助の主な種類です。

自国の資金：自治体、企業、財団
などが財政援助をしていないか、
自国で調査してみてください。全
ての国で、こうした資金源が見つ
かるわけではありませんが、地元
の組織・団体からの奨学金があれ
ば、教育経費を減らせる可能性が
あります。

大学の財政援助：留学生が応募で
きる財政援助をどうやって探せば
よいのか、EducationUSAアドバイ
ジングセンターのアドバイザーに
会って聞いてみましょう。入念な
事前調査をし、現実的な期待を抱
くことで、成功する可能性が高ま
ります。全ての大学が財政援助を
用意している、などと決め付けて
はいけません。それどころか、学
士号を授与する大学のうちで、米
国市民でもないし、米国の永住者
でもない学生に財政援助できるの
は半数に満たないのです。米国の
学生向けの財政援助は、留学生向
けの財政援助とは別だということ
を覚えておいてください。入学選
考事務局に自分の国籍を伝え、米
国市民でない学生を対象とした財
政援助に関する情報を求めてくだ
さい。財政援助は、通常、助成金
や奨学金、時にはローンやパート
タイムの仕事など各種の援助から
成り立っています。

公立大学、あるいは工学、経営学、

医療専門職などの専門職養成課程
のある大学では、財政援助はほと
んど行われていません。私立の一
般教養カレッジの方が、財政援助
は多いかもしれません。

いろいろな大学を調べながら、行
きたい大学を一覧表にしてみま
しょう。（上記の概略に従って）年
間費用を書き込み、各大学が出し
ている財政援助の平均額と件数を
記入してください。こうした情報
は、EducationUSAアドバイジング
センターで入手できます。この一
覧表を見れば、自分にとって一番
のチャンスはどこにあるのかすぐ
分かり、たとえ入学を許可されて
も十分な財政援助を受けられそう
にない大学をリストから削除でき
ます。

留学生は、航空運賃以外全ての教
育費を賄える全額給付奨学金につ
いて、アドバイザーによく質問し
ます。米国に来る留学生に毎年与
えられる全額給付奨学金の数は
2,000件ぐらいで、提供しているの
はわずか100校ほどしかありませ
ん。全額給付奨学金を獲得するに
は、自国で最も優秀な学生の 1人
であり、ほとんど全ての科目でA
（優秀）の評価を得て、ACTかSAT
の点数とTOEFLまたはIELTSの点
数が高く、指導力や地域ボラン
ティア活動など他の分野でも著し
い業績を挙げていなければなりま
せん。それぞれの奨学金の獲得を
目指して、世界中から応募してい
る上位20人の学生が競っているの
ですから、あなた自身も傑出した
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学生の一団の中で、ひときわ目立
たなければなりません。

入学を許可した学生全ての財政的
必要性を満たせるのは、米国の一
握りの裕福な大学だけです。（その
ような大学の入学競争率は、非常
に高いのが普通です）。財政的必要
性とは、自分と家族が出せる額と、
大学で学ぶための費用見積もりと
の差額です。前者は、自分の両親
の財政状況に関する詳細な情報を
基にして計算しますが、それには
預金残高証明書、雇用主の手紙、
その他の公的な文書や証明書な
ど、裏付けとなる証拠が含まれま
す。学生の財政的必要性に基づい
て与えられる奨学金の数がもっと
限られている大学もまた、そうし
た証拠の提出を求めるでしょう。

大学からの財政援助は年度初めに
提供され、学年途中の 1月または
その他の時期に入学する学生に与
えられることはめったにありませ
ん。他の学校からの編入生よりも
1年生の方に多くの援助が与えら
れます。既に大学で実績を示して
いる学生は、新入生よりも、その
大学からの財政援助を受けやすい
かもしれません。

スポーツ奨学金：一部の米国の大
学は、才能ある学生運動選手が教
育費を支払う 1つの手段として、
大学チームのためにプレーする機
会を提供しています。スポーツ奨
学金の応募方法も含めて、詳細は
第 7章を見てください。

留学生への援助：留学生はまた、
各種財団や組織、米国政府からの
財政援助についても質問します。
そうしたところからの援助は非常
に少なく、通常は、上級の大学院
生向けです。この点に関してもま
た、自分の国出身の学生を対象と
した特別な資金援助があるかどう
か、EducationUSAのアドバイザー
が教えてくれるでしょう。

融資：限られた場合ですが、学費
の一部を賄うための融資が受けら
れるかもしれません。自分が応募
できる可能性のある融資プログラ
ムについて、最寄りのEducationU-
SAのアドバイザーが情報を持って
いるかもしれません。米国の融資
プログラムから融資を受ける場合
は、通常、米国市民の連帯保証人
が保証人になる必要があります。
また、ほとんどの場合、融資に応
募する前に米国の大学に入学して
いなければなりません。融資を受
ける前に、返済方法をしっかり理
解し、今後の勉学計画や帰国計画
に融資がどう影響するかを、よく
確かめてください。

雇用：現在の移民規則は、F-1また
はJ-1の学生ビザで入国した留学生
に、学期中は週20時間まで、休暇
期間中はフルタイム、大学キャン
パス内で働くことを許可していま
す。週に10～15時間働けば、本や
衣服、個人的出費など臨時の雑費
を賄うのに十分な金額を得ること
ができるでしょうが、授業料や部
屋代、食費など主な出費は賄えま
せん。また、この収入は、どのよ
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うな公式の財政能力申立書にも収
入の一部として入れることはでき
ません。キャンパスでの仕事の例
としては、大学の食堂や書店、図
書館、ヘルスクラブ、あるいは大
学の管理事務部門で働くことなど
が挙げられるでしょう。

最初の年が終わると、大学の学生
寮の寮長アシスタント（RA）の仕
事にも応募できます。RAは、学生
が手助けを必要とするときや、寮
生活について質問がある場合に、
最初に連絡する相手です。その見
返りとして、RAは無料で寮に住み、
時には少額の給与と食事の両方か
どちらか一方が支給されることも
あります。

現在の規則では、留学して最初の
1年が経過した後、経済的困難を
立証できれば、学期中は週20時間
まで、休暇中はフルタイムで大学
の外で働く許可を国土安全保障省
に申請できます。しかしこの申請
が許可される保証はないことを心
に留めておくべきです。既婚者が
F-1学生ビザ（第11章参照）を持っ
て米国に滞在している場合、その
配偶者は働く許可を得ていませ
ん。しかしJ-1学生ビザで米国にい
る場合、配偶者は一時的な労働許
可証を申請することができます。

いかなる形の雇用を考えるにせ
よ、事前に必ず留学生アドバイ
ザーに確かめるべきです。米国で
の労働についてさらに詳しい情報
は、この冊子の第12章と、このシ
リーズの『 4．出発準備：米国で

住み学ぶための実際的な情報』に
掲載されています。

教育経費を抑える
資金計画の際に、以下の経費節減
方法を検討してみましょう。

ベストバイ（最もお買い得の学
校）：最も質の高い教育を最も安い
費用で提供する大学を探しましょ
う。

履修期間の短縮： 4年間の学士課
程を 3年間で済ませれば、何千ド
ルもの節約になります。学生は以
下の方法で履修期間を短縮できま
す。

・自国内で大学レベルの勉学で移
行単位や既習認定単位を獲得す
ること（例えば、Aレベルや国
際バカロレア資格、飛び級試験、
あるいは自国で認定されている
中等教育後教育機関で取った科
目で米国の教育機関が認めてい
るもの）。

・近くのコミュニティ・カレッジ
の授業料が安く、単位の移行が
可能な場合には、そこの科目を
取る。

・夏期講座があれば、それを受講
する。

・学期ごとに履修科目を 1つ追加
する。

授業料の免除：初年度の成績に基
づいて、授業料の一部を免除する
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大学もあります。優秀な学業成績
だと何千ドルも節約できるかもし
れません。

生活費：学生寮の寮長アシスタン
ト（RA）になれば、生活費を何千
ドルも節約できます。適切な住宅
に入れて、公共交通機関の利用が
便利な場合には、キャンパスの外
で親戚や友人と一緒に暮らせば節
約になります。

2年間のコミュニティ・カレッ
ジ：最初の 2年間はコミュニ
ティ・カレッジに通い、その後 4
年制大学に編入して学位を取得す
ることで、授業料を数千ドル節約
する学生が大勢います。

まとめ

・資金計画は、大学選びを始める
のと同時に、少なくとも米国留
学開始予定の 1年前には始めま
しょう。

・授業料は大学によってさまざま
です。私立大学は州立大学より
高く、州立大学はコミュニ
ティ・カレッジより高くなって
います。実際の費用を注意深く
調べる必要があります。

・費用は学校の質の指標ではあり
ません。

・生活費は、学校のある場所と自
分の生活スタイルによって違っ
てきます。

・多くの大学は、本人と家族が教
育費の全額を賄うことを期待し
ています。

・財政援助をしてもらえる可能性
が 1番あるのは、出願先の大学
ですが、留学生向けの資金は限
られており、学費を全額出して
もらえることはまれです。

・財政援助は、奨学金、助成金、
そして時には勤労修学や融資の
形で提供されることがありま
す。援助をもらえるとしたら、
通常は成績に基づきますが、
困っている状況に基づくことも
あります。

・米国で働く機会は限られてお
り、正式な資金源として利用す
ることはできません。

・才能ある運動選手は、スポーツ
奨学金獲得に挑戦してみるとよ
いでしょう（詳細は次章を参照）。

・米国での教育費はいろいろな方
法で抑えることができます。コ
ミュニティ・カレッジで科目を
履修することや、履修期間を短
縮することは、その 2つの例に
すぎません。
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役に立つウェブサイト

EducationUSAのウェブサイト
財政援助
http://www.educationusa.info/pages/
students/�nance.php

Institute for International Education ‒ 
Funding for U.S. Study
http://www.fundingusstudy.org/
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スポーツ留学生の選手が米国の大
学で競技してきた歴史は100年以
上に及びますが、その数は近年着
実に増加し、多くの監督がそうし
た留学生選手を積極的に勧誘して
います。

学生スポーツ選手であるならば、
3つの大学スポーツ団体の 1つに
所属する大学のスポーツ競技に参
加したいと考える学生にどのよう
な要件が求められるのか、よく理
解しなければなりません。自分の
ニーズに合う大学を調べて選んで
出願するという通常の手順を踏む
一方で、大学スポーツ団体が運営
する競技会に大学の代表として参
加する資格を得るための準備も進
める必要があります。

主な大学スポーツの運営団体

全米大学体育協会（NCAA：Na-
tional Collegiate Athletic Associa-
tion）：NCAAは米国で最も有名で
歴史ある、最大規模の大学スポー
ツ団体です。38万人以上の学生選
手がNCAAの競技会に参加し、そ
のうち約12万6,000人が学資の一部
または全額を支給されるスポーツ
奨学金を受けています。 4年制の
大学1,000校以上が、NCAAに 3つ
あるDivisionの 1つに加盟していま
す。学校がどのDivisionに加盟する
かは主として、加盟校が後援しな
ければならないスポーツの数、参
加する競技会と選手の最低数、競
技の日程計画の基準、実施しなけ
ればならない試合数、スポーツ競
技の資金源などによって決まりま
す。NCAAのウェブサイト（www.
ncaa.org）には、加盟校がスポーツ

スポーツ留学生の
ための　　
アドバイスと情報
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別、Division別、州別に掲載されて
います。

全米短期大学体育協会（NJCAA： 
National Junior College Athletic As-
sociation）：NJCAAは短期大学500
校以上の加盟校で構成される団体
です。学生選手およそ 4万3,500人
がNJCAAの 3つ のDivisionで 競 技
しています。Division 1と 2に所属
するチームを持つ学校の多くが、
一部給付奨学金または全額給付奨
学金のいずれか一方または両方を
提供しており、留学生もこの奨学
金を受ける資格があります。
NJCAAのウェブサイト（www.nj-
caa.org）には、加盟校が地域別、
名前別、スポーツ／Division別に掲
載されています。

全米大学競技連盟（NAIA： Na-
tional Association of Inter-collegiate 
Athletics）：NAIAには全米とカナ
ダにある 4年制大学300校近くが
加盟し、 5万人の学生選手が参加
しています。加盟校の多くがス
ポーツ奨学金を提供しています。
NAIAにはDivisionがありません。
NAIAのウェブサイト（www.naia.
org）には加盟校が名前別、州別、
競技連盟（地域）別に掲載されて
います。

スポーツ団体が後援するスポー
ツ

それぞれのスポーツ団体がどのよ
うなスポーツを後援しているか
は、各団体のウェブサイトに明記
されています。たとえ学校が加盟

するスポーツ団体がウェブサイト
に掲載されているスポーツの競技
会を後援していたとしても、全て
の学校があらゆるスポーツの競技
会に参加しているわけではないと
いうことに注意してください。例
えば、NCAAの加盟校の中にはゴ
ルフチームがある学校もあれば、
ない学校もあります。また、ある
スポーツについて男子チームまた
は女子チームはあるが、男女両方
のチームは持ってない加盟校もあ
ることも覚えておきましょう。

スポーツ団体の学業資格要件と
手続き

スポーツ団体はそれぞれが独自の
資格要件を定めており、Divisionに
よっても資格要件が異なります。
例えば、第 9学年から第12学年ま
での間に生徒が履修しておかなけ
ればならない科目は非常に明確
で、NCAAのDivision 1とDivision 
2では別々に異なる要件を定めて
います。また、NCAAのDivision 3
に所属する学校も、この点を独自
に決定しています。NJCAAおよび
NAIAの加盟校の学業資格要件は各
団体のウェブサイトに明記されて
いますが、NCAA加盟校の大半の
学業資格要件よりも柔軟性があ
り、NCAAが定める学業資格要件
を満たすことができない選手で
も、NJCAAまたはNAIAの加盟校な
ら資格要件を満たすことができる
場合があります。各団体のウェブ
サイトをよく読み、資格要件を慎
重に確認するようにしてくださ
い。資格要件の中には、第 9学年
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から第12学年までの間にとらなけ
ればならない科目や、どのような
成績をとる必要があるか、SATや
ACTの最低必要点数、卒業日など
に関する規則も入っています。

スポーツ団体の学業資格基準を満
たし、チームでプレーする資格が
あると証明されることはスポーツ
留学をするために必要な条件の一
部にすぎません。スポーツ選手で
はない学生と同様に、入学を希望
する大学の入学基準も満たす必要
があります。多くの場合、大学の
入学要件の方がスポーツ団体の学
業資格基準より厳しくなっていま
す。

スポーツ団体のアマチュア資格
要件

NCAA、NJCAA、NAIAが定める学
業資格要件の他にも、学生スポー
ツ選手は厳格なアマチュア資格要
件を満たす必要があります。つま
り、どの選手もスポーツ団体が定
める「アマチュア」の定義に合致
していなければならず、プロ選手
であってはなりません。アマチュ
ア資格についての規則と規定は各
団体のウェブサイトに掲載されて
います。以下の項目に該当するか
どうかもアマチュア資格基準に含
まれています。（1） スポーツに参
加する対価として給料を稼いだこ
とがある、（2） プロチームと契約
を結んだことがある、またはプロ
選手とプレーしたことがある、（3） 
エージェントと契約を結んだこと
がある、（4） 賞金を受け取ったこ

とがある。

スポーツ団体による資格認定

NCAAのDivision 1または 2に所属
する学校の運動競技に初めて参加
を望む学生で、大学進学予定者は
全員、まずNCAA資格センターで
認定してもらった後でなければ、
以下の行為はできません。（1） ス
ポーツ奨学金を受ける、（2） NCAA
のチームで練習または競技する、
（3） 学生ビザを申請する、または
学生として渡米する。関心のある
学生は、NCAAのウェブサイトに
掲載されている「個人情報使用許
諾書（Student Release Form）」とア
マチュア資格調査票（Amateurism 
Questionnaire）に記入し、登録料
金75ドルを支払ってください。選
手はグレード 2を開始するまで登
録してはいけません。登録の締め
切りはありません。

NJCAAの「資格宣誓書（Eligibility 
Af�davit）」と「アマチュア資格調
査票」はインターネットからも入
手できます。NAIA加盟校の資格規
則と資格要件はNAIAのウェブサイ
トで入手できます。加盟校が資格
規則と要件を調査・実施していま
す。

資格認定と大学への入学は何の関
係もなく、資格を認定してもらっ
たからといって、チームへの参加
やスポーツ奨学金が保証されるわ
けではないということを忘れては
なりません。
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スポーツ経歴書、監督の探し方
と連絡方法

自分のスポーツ経歴書を 1～ 2
ページにまとめ、自分のニーズに
合うと分かった学校の監督に送り
ましょう。スポーツ経歴書は簡潔
に、要点を箇条書きにまとめて書
くのがよいでしょう。自分の連絡
先、これまで経験したスポーツ、
成績、ランキング、学業やスポー
ツにおける目標も経歴書の中に書
きましょう。高校の卒業日、志望
する専攻（決まっている場合）、現
在のGPAの点数、身長・体重など
の身体的情報もはっきりと書く必
要があります。スポーツ経歴書は、
自分の潜在能力とチームへの適性
を監督が迅速に判断できるように
し、できれば自分に興味を持って
もらうようにするためのもので
す。監督の中には、スポーツをし
ている様子を撮影したビデオや
DVDを送るように言ってくる人も
いるでしょう。こうしたビデオや
DVDは良い映像だけを集めるので
はなく、全体像がわかるようなも
のにするべきです。

スポーツをする機会について調べ
たり監督と連絡を取ったりするに
は、かなりの時間が必要となるで
しょう。従って、米国へ留学する
1年半から 2年前には準備を始め
ましょう。大学のウェブサイトで
「運動部」を調べ、監督など運動部
担当職員の連絡先を確認しましょ
う。入学選考事務局の職員も監督
に連絡する手助けをしてくれる可
能性もあります。入学選考事務局

やスポーツ担当の職員で、学生選
手へのアドバイスを専門にする担
当者がいる学校もあります。また、
入学を希望する学生選手が大学の
ウェブサイトにある調査票にイン
ターネットで回答すると、スポー
ツ経歴書を送る必要がなくなる大
学もあります。

監督の方から積極的に学生に連絡
を取ってくる場合もあります。監
督から連絡をもらうのは選手に
とって非常にうれしいことです
が、監督から連絡をもらった大学
だけを検討するのではなく、自分
の条件を全て満たす複数の選択肢
を必ず探すようにしましょう。

選手の中にはスポーツ奨学金を獲
得するのに役立てようと紹介業者
を使う人もいます。自国で、ある
いはインターネットで、どのよう
な紹介業者が利用できるのか、詳
しくはEducationUSAアドバイジン
グセンターに問い合わせてくださ
い。

スポーツ奨学金

スポーツ奨学金を利用できる大学
は多数あります。スポーツ奨学金
は授業料、納付金、書籍代、およ
び生活費という米国で大学へ通う
のに関連する費用の一部または全
部を賄うものです。自国と留学先
の学校の間の旅費、電話代・洗濯
代・軽食・チームへの参加とは関
係ない交通費などの個人的費用
は、スポーツ奨学金の対象にはな
りません。全ての大学が、運動能
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力に基づく財政援助を提供してい
るわけではありません。スポーツ
奨学金を得た学生は、大学が提供
するどの学問分野でも学士号取得
を目指して勉強することができま
すが、全ての入学志願者に求めら
れる通常の入学要件を満たさなけ
ればなりません。スポーツ奨学金
は 1学年度ごとに提供されるもの
で、次年度にも続けて奨学金をも
らうためには、選手は十分な学業
成績を修めると同時に、スポーツ
でも成績を維持しなければなりま
せん。

スポーツ選手のための他の選択
肢

米国のどの大学にも、健康を維持
し、体を鍛錬し、地域やクラブや
娯楽レベルで競技スポーツを楽し
む機会がたくさんあります。大学
キャンパスにある大半の運動施設
は、全学生に無料または低料金で
開放されています。スポーツをす
ることは友達をつくり大学生活に
熱中するための素晴らしい方法で
す。

まとめ

・早い時期から計画を立てましょ
う。さまざまな大学で学問とス
ポーツのどのような選択肢があ
るのかを十分に時間をかけて調
べましょう。

・スポーツ団体の規則を理解し
て、規則に従いましょう。

・あらゆる手がかりをたどり、ア
ドバイスを実行しましょう。

・根気強い態度でタイミングよく
物事を実行しましょう。

・スポーツ経歴書を作成して送り
ましょう。

・スポーツ奨学金で、授業料と生
活費の一部または全額を賄える
かもしれません。

・学生選手は、スポーツ団体の資
格要件だけでなく、大学の入学
要件も満たさなければなりませ
ん。

役に立つウェブサイト

National Collegiate Athletic Association 
（NCAA）
http://www.ncaa.org

National Association of Intercollegiate 
Athletics （NAIA）
http://www.naia.org

National Junior College Athletic Associa-
tion （NJCAA）
http://www.njcaa.org



60 米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 8 章 合格する出願書類を準備するには

自分のニーズ、関心、能力に見合っ
た大学を数校に絞り込み、入学の
最低要件を満たしていて、米国の
大学で学部教育を受ける費用を賄
えるという確信が持てたら、いよ
いよ出願書類を準備する時です。
この章には、志望大学に合格する
出願書類の準備に役立つ、実用的
な情報とアドバイスを掲載してい
ます。

最初の情報を入手してから学生ビ
ザ申請に至る出願手続きは、渡米

希望時期の12～18カ月前に始める
ことが必要です。第 9章の米国留
学出願スケジュールの概要を見
て、いつ何をすればよいかを確認
しましょう。12カ月未満で出願を
完了できる場合もありますが、通
常は遅く出願すると大学の選択肢
が格段に狭まり、財政援助を受け
られる可能性も低くなります。

出願書類を取り寄せる

良い出願書類を準備するには労力
と費用がかかるため、ほとんどの

合格する出願書類を
準備するには



61米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 8 章 合格する出願書類を準備するには

学生は出願先の大学を 4～ 7校に
絞ります。しかし資料請求は何校
でもできます。どの大学に出願し
たいのかが明確になっていれば、
出願したい数校にだけ資料を請求
してもよいでしょう。あるいは、
自分の要求に合うと思われる大学
10～20校に資料請求して、受け
取った大学案内や出願書類などの
資料に目を通してから候補を絞り
込みたいという人もいるでしょう。

インターネットで検索すると分か
るように、米国の大学の多くは大
学案内をウェブサイトに載せてお
り、中には大学案内の印刷をやめ
た大学もあります。オンラインの
入学願書のある大学も数多くあり
ます。オンラインの入学願書があ
る場合はぜひ利用しましょう。出
願するにはこれが最も早い方法だ
からです。出願書類その他の資料
を請求するのにも電子メールが最
も簡単な方法です。米国の大学は
通常すぐに回答してくれます。

インターネットが使えず、印刷さ
れた出願書類や大学案内が必要な
場合は、個々の大学に手紙または
FAXで問い合わせ、資料を請求し
ます。外国への郵送は費用がかか
るため、履修科目案内は完全なも
のでなく概要版が送られてきた
り、大学案内全体を頼むと送料を
請求されたりすることもあるかも
しれません。自分が必要とする大
学案内が最寄りのEducationUSAア

ドバイジングセンターに置いてあ
るかどうか問い合わせてみましょ
う。必要な情報のうち、送られて
こなかった情報や見つけられない
事項がある場合は、学部留学生入
学選考事務局に問い合わせ、不明
な点を質問しましょう。

入学希望時期のおよそ12カ月前に
最初の問い合わせをしましょう。
国際郵便が遅れる場合も考えて、
日程に十分余裕を持つほうが良い
でしょう。特に11月か12月に出願
書類の送付や資料請求をする場
合、米国では大量のクリスマス
カードなどのため郵便の配達時間
が倍になることがあります。

入学試験の受験登録

9月（秋学期）に大学入学を予定
している場合は、該当する試験を
遅くともその年の 1月までに、で
きればそれ以前に受験するように
しましょう。（受験要件と登録に関
する詳しい情報は第 5章参照）。各
大学に問い合わせて、ACT、また
はSAT適性試験とSAT科目試験を
受ける必要があるか確認すべきで
す。同じ日にSAT適性試験とSAT
科目試験を両方受けることはでき
ないこと、受験登録締め切り日は
試験日の 5～ 6週間前だというこ
とを覚えておいてください。試験
の点数は出願締め切り日の前に各
大学に届く必要があるので、試験
日と出願締め切り日の間が少なく
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とも 4～ 6週間は空くようにして
ください。

英語が母語でない場合は、TOEFL
またはIELTSの受験登録をしてく
ださい。ACTやSATと同様に、試
験結果が必ず出願締め切り日前に
大学に届くようにしましょう。
TOEFLまたはIELTSの受験免除資
格があると考えられる場合には、
直接大学に連絡し、その事情を説
明しましょう。受験日の最低 1カ
月前には試験対策本やその他の必
要事項について調べましょう。Ed-
ucationUSAアドバイジングセン
ターで詳細情報を提供しています。

出願書類を整えて返送する

大学から出願書類が届いたら、全
てにくまなく目を通してくださ
い。ほとんどの大学は同じような
情報の提出を求めますが、要求す
る方法が異なることがあります。
通常は、次の書類の提出を求めら
れます。

入学願書
入学願書は好印象を与えるよう、
整理され分かりやすくなければな
りません。手書きで記入するよう
指示されている場合以外は、タイ
プライターやワープロを使用しま
しょう。記入事項は申込書の所定
の欄におさまるようにし、別紙を
使うのは必要な場合のみにしま
す。自分に関する情報には一貫性

を持たせ、氏名は全ての書類に同
じ綴りで記入しましょう。これに
より、大学側による出願書類の追
跡が容易になります。米国の大き
な大学は、毎年何千人もの学生の
書類を処理しているということを
忘れないでください。米国の社会
保障番号は記入する必要はありま
せん。指示に従って空欄にするか
「なし」と記入してください。略称
や略号は避け、学校、勤務先、試
験や賞などの名称、住所も省略せ
ずに書きましょう。学歴や職歴を
挙げる際には順序立てて、指示に
従い時系列または逆時系列で記入
しましょう。留学開始希望時期や
レベル（普通は「新入学、 1年生」
か「編入学」）、取得希望学位も記
入が求められます。専攻を記入す
る欄には、決まっていない場合は
「未定」と書いても構いません。

出願料
ほとんど全ての大学が、出願書類
の処理代金として、払い戻しでき
ない出願料を請求します。支払い
は米ドル建てで、米国の銀行宛て
振り出し小切手か、国際為替、ま
たはクレジットカードで行う必要
があります。大学の出願申込書、
ウェブサイトまたは大学案内で現
行の出願料と支払い方法を確認し
ましょう。

成績証明書
どの大学も、学歴の証明として特
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定の正式書類の提出を求めます。
米国ではこれらは「成績証明書」
と呼ばれ、高等学校で履修した科
目と履修時期、成績評価が記され
ています。

留学生について、米国の大学は留
学生専用の用紙を設け、その用紙
に志願者の成績を記入したり、他
の学生と比較して学力を説明した
りするよう、志願者の出身校の担
当者に求める場合があります。そ
のような用紙を受け取らなかった
場合でも、出身校が捺印した学校
の便せんに同様の情報を記載した
公式書類を提出しなければなりま
せん。入学選考事務担当者が成績
評価方法や学年成績順位の算出方
法、履修した科目の内容説明など
を求めてきた場合には、できれば
出身校の職員に回答してもらうよ
うにしましょう。米国の入学選考
事務担当者は、過去の学業の成績
証明書について、志願者の母校が
封緘（ふうかん）した封筒入りの
成績証明書が志願者の願書と一緒
に送付されるか、またはその学校
から直接送付されるのを好みます。

米国の大学では、志願者の成績や
書類を内部で審査･評価する場合
もあれば、資格審査会社と呼ばれ
る外部の企業に手数料を支払っ
て、書類の審査を委託する場合も
あります。時には大学が留学志願
者に、書類審査の手数料支払いを
義務付ける場合もあります。

成績証明書に加えて、高等学校の
卒業証書、資格証明書、最終試験
結果、あるいは自国で行われた国
家試験や卒業試験の成績証明書の
認証謄本を送らなければなりませ
ん。送付書類は通常は返送されま
せんので、やむを得ない場合以外
は書類の原本は送付しないでくだ
さい。送付書類は学校の公印が押
された認証謄本であるか、あるい
は、そうした書類を認証する権限
を持つ公証人が認証した公証書類
でなければなりません。

書類の英文への翻訳が必要な場
合、プロの翻訳家のサービスを利
用するか、または自分で翻訳する
ことになります。そうした翻訳も、
基準を満たした機関の認証を得な
ければなりません。一部のEduca-
tionUSAアドバイジングセンター
では、書類の翻訳と認証を行い、
出願手続きの手助けをしていま
す。そうしたサービスには料金が
かかる場合があります。学業成績
や履修科目を米国式に換算・変換
しようとするのはやめましょう。
その代わりに、使われた成績評価
方法や授与された卒業証明書、証
明書、賞の種類などについての情
報を、最大限提供するようにしま
しょう。

各種試験のスコアの通知
ACT、SAT適性試験、SAT科目試験、
TOEFL、IELTSやその他の試験の
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受験申込時点には、出願希望大学
を絞り込んでいることが望ましい
です。受験申込時にそれらの大学
をスコア送付先として指定するこ
とができるからです。受験時にス
コアを送付する方が、後日スコア
送付を別途依頼するよりも時間と
お金の節約になります。可能なら
ば大学への出願時にテストスコア
票の受験者用控えのコピーを同封
しましょう。こうすれば入学選考
事務局が公式スコアの到着時にそ
のスコアと出願書類を合致させる
ことがより容易になり、また、公
式スコア通知票を待たずにそのコ
ピーだけで、出願書類の処理を始
めてくれる場合もあります。

身上書・志望動機説明書（出願
エッセイ）
「真情を吐露することを恐
れてはいけません。自分に
とって何かが本当に重要な
ら、それについて語りま
しょう。それこそ入学選考
事務担当者が知りたいこと
です」

― 分子生物学専攻のルーマニア人留学生

多くの大学が入学選考過程の一環
として、身上書または志望動機説
明書（出願エッセイ）を提出する
ように出願者に求めます。大学の
入学選考事務担当者が出願書類の
この部分を読む際には、その学生

が大学に貢献できるかどうか、そ
して大学がその学生が必要として
いることに応えられるかどうかを
見極める材料にする場合がありま
す。大学側は身上書を通して、出
願書類の残りを構成する成績や数
字からは分からない、 1人の人間
としての志願者を垣間見ることが
できます。大学は、入学志願者に
一定の資質を求めており、それに
応じて出願エッセイの質問を調整
します。

また出願エッセイで、入学選考事
務担当者は、志願者の作文能力や
学問的能力、まとめる力、その大
学に出願する目的、その専攻分野
を選んだ理由などを評価します。
入学選考事務担当者は、高い作文
能力とともに、知的好奇心や成熟
度に目を向けます。エッセイは、
時間に十分ゆとりをもって書き、
書き終えたものは 1週間寝かせて
おき、再読しても筋が通っている
かどうかチェックできるようにし
ましょう。こうした姿勢はエッセ
イの中に現れるもので、この志願
者は文章が上手で、エッセイを重
視しており、十分な準備をするた
め喜んで時間をかける人間だとい
うことを入試選考事務担当者に示
す証拠なのです。

以下は、一般的な助言です。

すべきこと：



65米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 8 章 合格する出願書類を準備するには

・尋ねられた質問にきちんと答え
る。

・よく覚えている特定の出来事ま
たは事件に焦点を絞る。詳しく
書くことが重要です。

・学校生活または家庭生活に影響
を与えた何か変わったことがあ
れば、何でも説明してみること
を考える。

・文法や綴りの誤りを正すため、
誰かに目を通してもらう。

してはいけないこと：

・うそを書く。

・誰かに代筆してもらう。

・単に見かけをよくするために話
題を選ぶ。

・大学が聞きたいだろうと勝手に
憶測したことを書く。出願理由
について、ただ真実を書けばい
いのです。

・自分自身についてもっと書く機
会なのに、それを活用しない。

・締め切り日の前夜に、出願エッ
セイ（または他の出願書類）を
書く。

出願エッセイが、自分自身と自分
の能力を真に表しているように書
きましょう。エッセイで最も重要
なことは、本物で正直であること

です。入学選考事務担当者は毎年、
数百のエッセイを読んでおり、ニ
セものや親が代筆したものを簡単
に見抜きます。出願エッセイは、
他の学生ではなく自分を受け入れ
るべき理由を、大学に納得させる
機会なのです。そのつもりで利用
しましょう。

推薦状
通常は、少なくとも 2通の推薦状
を求められます。推薦状を書く人
は、通っている学校の校長、スクー
ルカウンセラー、個人教師、ある
いは志願者をよく知っている教師
になるでしょう。推薦者は志願者
の学業について説明でき、大学で
いい成績を取る可能性を評価でき
る人でなければなりません。専攻
したい科目分野が決まっている場
合は、その科目分野の先生に推薦
状を書いてもらってください。米
国人の教師が書く推薦状は非常に
肯定的で、他国の教師のものより
長く詳細にわたっていることもあ
ります。出来が悪い推薦状、否定
的な推薦状、あるいは遅く届いた
推薦状は、推薦者を選んだ志願者
自身の判断に悪い印象を与えるこ
とになるので、慎重に選びましょ
う。

推薦状の用紙には、質問が列挙さ
れている場合もあれば、一般的な
質問が 1問だけ記されている場合
もあります。推薦状は入学選考過
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程においてかなり重要ですから、
推薦者には自分の計画や留学希望
先を説明しておきましょう。推薦
状の用紙には、自分について書か
れた内容を自分が見る権利を放棄
する、権利放棄条項が含まれてい
る場合があります。このような条
項がある場合、ほとんどの入学選
考事務担当者は、推薦者がより安
心して志願者に関する評価が書け
るよう、志願者に権利放棄してほ
しいと思っており、通常は、権利
放棄された推薦状の方が正直に書
かれていると解釈します。推薦状
を推薦者から大学に送付してもら
う必要がある場合は、切手を貼り
宛先を記入した封筒を渡すのが礼
儀です。また推薦者に推薦状を書
いてもらう時間を十分に確保しま
しょう。大学に郵送する前に、封
緘（ふうかん）部分に忘れずに署
名をしてもらうよう念を押しま
しょう。

財政能力証明書
ほとんどの大学の出願書類には、
「財政能力証明書」または「財政援
助宣誓書」と呼ばれる書類が含ま
れています。この書類には両親な
いし留学費用を負担する人の署名
が必要で、銀行または弁護士の認
証が求められます。この書類は学
生ビザの申請にも必要ですから、
写しを保存しておきましょう。大
学側は通常、最低でも初年度の留
学費用を賄うに足りる財政能力の

証明を求めますが、留学全期間に
ついての資金源の提示も求める大
学も多数あるかもしれません。出
願時に大学から何らかの形の財政
援助が必要なことが分かっている
場合は、大学に申し込みを予定し
ている金額を知らせましょう。多
くの大学では、入学選考の際に
「（財政面の）ニーズを考慮しない」
方針をとっています。つまり、志
願者の財政状況は入学を許可する
かどうかの決定の考慮事項ではな
い、ということです。ただし大学
側は、収入源を書類で完全に証明
できる場合にのみ学生ビザ取得の
ための在留資格証明書を発行しま
すので、注意してください。

締め切りと提出
大学はそれぞれ独自の出願締め切
り日を設定しています。締め切り
は通常 1月と 3月の間ですが、早
いところでは11月、遅いところで
は 6月の場合もあります。ただし
大学が「締め切り日を設定してい
ない（“rolling admissions”）」場合、
1年生の定員に達するまで志願者
の入学を許可します。しかしあく
までも、出願書類はできるだけ早
期に提出するのが賢明です。

競争率の高い大学は「早期決定」
の締め切りを設けています。この
場合、通常11月という早い時期に
出願することになり、その大学し
か出願できません。その大学への



67米国留学を目指す人のために：大学学部課程

第 8 章 合格する出願書類を準備するには

強い思い入れを表明することで、
その願書は通常の出願者よりもい
くらか好意的に考慮される場合が
あります。入学が許可されれば、
間違いなくその大学に入学すると
確認することが期待されていま
す。入学が許可されなければ、他
の大学に自由に出願できます。

全ての必要書類、入学願書、推薦
状および公式スコア通知票が締め
切り前に無事に大学に着くように
するのは自分の責任です。出願書
類の送付には書留郵便を使い、締
め切り日が迫ってきたら、宅配便
を使いましょう。大学に電話する
か電子メールを送って、出願書類
一式を受け取ったか、必要な書類
は全て入っていたかを確認するの
は有益です。入学願書と関係書類
は万一の郵送中の紛失に備え、写
しを保管しておきましょう。そう
すれば、もし紛失した場合でも、
すぐにもう 1セット送ることがで
きます。

学年半ばの入学

多くの大学は、どの学期からでも
入学を受け入れるでしょう。 2学
期制の学校の場合は、学年半ばの
入学は 1月になります。クオー
ター制（ 4学期制）やトライメス
ター制（ 3学期制）の大学では、
冬学期（ 1月）と春学期（ 3月）
の両方で入学可能かもしれませ
ん。正確な日程は学校によりまち

まちです。学年半ばに入学する場
合の締め切りは通常、入学の 6～
9カ月前です。 1月入学を目指し
て出願する場合は、どの入学試験
であれ、少なくとも 6カ月前に受
けておくべきです。

面接

一部の米国の大学は、米国外で出
願者を面接することができます。
普通、たまたまその国に住んでい
る、その大学の元学生（卒業生）
が面接します。面接を受けられな
いからといって、留学を希望する
学生が不利になるということはあ
りません。ただし、自国で面接を
してもらえる機会に恵まれた場合
は、それを逃さないようにしま
しょう。自分のコミュニケーショ
ン能力を試し、元学生から直接そ
の大学についてもっと知ることが
できるよい機会なのですから。

共通入学願書

この標準化された入学願書は、ウェ
ブサイトhttp://www.commonapp.org
から入手でき、400校近くの大学で
使用されています。こうした大学
は、共通入学願書と大学独自の願
書を平等に審査することを保証し
ています。この共通入学願書は
ウェブサイトからダウンロードで
き、最寄りのEducationUSAアドバ
イジングセンターでも入手できる
かもしれません。願書を必要枚数
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コピーして、共通入学願書受け入
れに参加している大学にそれぞれ
送ることができます。それぞれの
願書には、このシステムに参加し
ている大学名とその住所や入学選
考情報が記載されています。共通
入学願書は、大学の出願手続きを
簡素化しますが、その一方で、個々
の大学の特徴にぴったりとあった
願書の作成が難しいのではないか
と考える人もいることを頭に入れ
ておいてください。

合格通知

9月に留学開始を予定している場
合は、その年の 4月中旬までには
出願先の大学から合否の通知が来
るはずです。合格して入学を希望
する場合、手付金の支払いを求め
てくる大学もあります。そのよう
な大学は恐らく、入学枠を確保し
ておく期間に制限を設けるでしょ
う。複数の大学から合格通知を受
け取った場合には、辞退する大学
に断りの連絡をし、まだ補欠に
なっている出願者に大学が入学許
可を伝えることができるようにし
ましょう。また未使用の学生ビザ
用在留資格証明書も、入学を辞退
した大学に返送することをお勧め
します。通常はこの時期に住居、
健康保険やオリエンテーションに
ついての情報が大学から送られて
きます。

まとめ

・どの大学に興味があるのかを決
め、その大学の学部留学生入学
選考事務局長に手紙か電子メー
ルを送り、情報と入学願書を取
り寄せましょう。

・できるだけ早く、しかるべき入
学試験の受験登録をしましょう。

・全ての出願書類に、くまなく目
を通しましょう。

・出願を予定している米国の大学
用に、成績証明書を出してもら
うよう自分の学校やカレッジに
手配し、推薦状の手配もしま
しょう。自国の公式書類の写し
を複数入手することが困難な場
合、各入学選考事務局に直接問
い合わせましょう。

・全ての出願書類に記入を済ま
せ、締め切り日前に大学へ送り
ましょう。

役に立つウェブサイト

The College Board

http://www.collegeboard.com

CollegeNET

http://www.collegenet.com

CollegeView

http://www.collegeview.com
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Peterson’s
http://www.petersons.com

The Princeton Review

http://www.review.com

National Association of Credential Eval-

uation Services（資格評価）
http://ww.naces.org

The Common Application for Under-

graduate College Admission（共通入学
願書）
http://www.commonapp.org
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以下は米国の大学に出願する際の
お勧めスケジュールです。この日
程より遅く手続きを始めても完了
できる場合もありますが、大学の
選択肢は格段に狭まることがあり
ます。早めに計画を立てれば、志
望大学に合格する出願書類をじっ
くり準備する時間ができます。

12～18カ月前：入学を希望する年
度が始まる12～18カ月前に、調べ
始めましょう。

・米国に留学したい理由は何です
か。

・どの大学が自分のニーズに合っ
ているでしょうか。

・財政援助は必要ですか。

・出願と財政援助申し込みの締め
切り日を調べましょう。受験が
必要とされる標準入学試験の結
果は、締め切り日までに入学選
考事務局に届かなければならな
いため、締め切り日により受験
日が左右されます。大学に出願
書類を提出する以前に、これら
の試験を受験しなければなりま
せん。

　　　　　　出願手続き：
　　　　　　予定表と
　　　　　　チェックリスト
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・出願先の大学により義務付けら
れている場合は、標準入学試験
の受験登録をしましょう。

・留学先の大学の候補を10～20校
に絞り込み始めましょう。

12カ月前：入学希望時期の12カ月
前には以下のことを済ませましょ
う（月は秋学期に入学するための
大体の目安です）。

8 月

・大学に問い合わせて、出願書類
や財政援助申込書類、大学案内
を取り寄せましょう。

・必要に応じてTOEFL、IELTS、
ACT、SAT適性試験、SAT科目
試験の受験登録書類を入手する
かオンラインで受験登録をしま
しょう。

9 月－12月

・自分の学校に公式の成績証明書
の発行を依頼しましょう。

・自分の教師に推薦状の執筆を依
頼しましょう。

・入学願書と財政援助申込書を完
成させましょう。

・成績証明書や推薦状が送付され
たことを確認しましょう。

・必要な入学試験を受験しましょ
う。

1 月－ 4 月

・大学の出願締め切り日に必ず間
に合わせて出願しましょう。こ
れは普通の入学出願締め切り日
で、早期入学出願締め切り日は
もっと早いことに留意してくだ
さい。

4 月－ 6 月

・合否の通知が届きます。入学す
る大学を決めて入学選考事務局
にその旨を伝え、必要書類があ
れば記入して返送しましょう。

・辞退する大学には断りの手紙を
出しましょう。また、未使用の
学生ビザ用在留資格証明書を辞
退した大学へ返送しましょう。

・米国の銀行への資金振込の手続
きをし、旅費と米国到着時の出
費用の資金を確保するなど、金
銭面の準備をしましょう。

・住まいや医療保険について、大
学と最終調整をしましょう。

6 月－ 8 月

・I-20またはDS-2019の在留資格証
明書の情報を使ってSEVIS（学
生・交流者訪問情報システム）
のI-901フォームを記入し、所定
のSEVISの手数料を支払いま
しょう（SEVISについて詳細は
第11章を参照）。

・I-20と、SEVIS I-901の支払い領
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収書を受け取り次第、最寄りの
米国大使館または領事館でビザ
の取得申請をしましょう（詳細
は第11章を参照）。

・渡航の手配をしましょう。

・大学の留学生課に連絡を取っ
て、到着予定の詳細を知らせ、
新入生向けオリエンテーション
が予定されている場合は、詳細
を確認しましょう。

渡米の準備をする

米国留学が決まると、ビザ、住ま
い、健康保険、銀行、勉強の方法

など「出発前」の情報に関して、
恐らく疑問点がいろいろ出てくる
でしょう。この冊子の第11章と12
章の詳細を参照し、このシリーズ
の『 4．出発準備：米国で住み学
ぶための実際的な情報』も参考に
してください。ほとんどのEduca-
tionUSAアドバイジングセンター
では、夏期に、渡航前のオリエン
テーションを開催しており、セン
ターによっては年度半ばに実施し
ている場合もあります。最寄りの
センターでスケジュールを聞いて
予約してください。なおセンター
によっては有料となっている場合
もあります。
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米国の大学への編入

米国の高等教育の魅力的な特徴の
1つは、学位取得過程の途中で 1
つの大学から別の大学へ編入でき
ることです。米国の大学の単位制
度は柔軟なため、所定の基準さえ
満たしていれば、 1つの大学で取
得した単位が別の大学でも認めら
れるのです。毎年 9月には100万人
を超す学生が別の大学に編入し、
それに加えて学年半ばの春学期
（ 2学期制の場合）の初めにも学生
たちが編入します。こうした学生
の多くは学士号を取得するため
に、コミュニティ・カレッジから

4年制大学に編入するのです（コ
ミュニティ・カレッジの詳細につ
いては第 3章参照）。このほか、最
初から 4年制大学で学生生活を始
めた学生でも、個人的、学問的、
または財政的な理由で、他の 4年
制大学への編入の道を選ぶ者もい
ます。外国の大学から米国の大学
へ編入する学生は少数です。

ほとんどの大学は、学生が編入し
てくる前に少なくとも最初の 1年
間を別の大学で終了してほしいと
考えていますが、この要件は大学
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によりそれぞれ違います。加えて、
ほとんどの大学は、大学を卒業す
る前に「 2年間の在籍」を義務付
けています。これは、ある大学を
卒業し学位を取得するためには、
少なくとも 2年間その大学で勉強
しなければならないということで
す。一般的にほとんどの編入生は、
2年生か 3年生の時に新しい大学
に編入します。

単位の移行

編入したい大学を選ぶ際、これま
でに受講した科目のうち、いくつ
を現在通っている大学から新しい
大学へ移せるか検討してみてくだ
さい。最初に学んだ大学で取った
単位を認めるシステムは「単位の
移行」と呼ばれ、単位移行の方針
と手続きは学校によって大きな違
いがあります。

大学がどの科目の移行を認めるか
は、成績証明書と、最初に通って
いた大学や科目の概要などに関す
る情報に基づいて決定します。大
学は通常、合格通知を発行した際
に、移行科目の非公式の見積もり
を出すことができますが、どの科
目の単位の移行が認められるのか
の最終的評価は、その大学に着い
て専攻学科の長に会うまで待たな
ければならないことが多いのです。

最初の大学で取得した科目の一部
が、移行手続きの途中で「失われ
た」ように学生たちは感じるかも
しれません。そうした学生はしば
しば、卒業まで時間がさらに必要

になるし、予定通り卒業したいの
であれば、履修する講義数を増や
した上に夏季講座を取る必要が出
てきます。それに加えて、ほとん
どの大学は、以前通っていた大学
から移行できる単位の上限を決め
ています。特定の大学の編入方針
については、直接学校に問い合わ
せるか、EducationUSAアドバイジ
ングセンターで閲覧できる参考資
料を利用してください。

一般的に、米国で学位を取得する
には、学生は 3種類の科目群を取
ることを義務付けられています。
一般教養、専攻分野、そして選択
科目です（これらの異なる科目群
についての詳細は第 2章参照）。前
に通っていた大学から新しい大学
へ移行した科目は、学位取得の所
要単位として計算に入れたい場
合、この 3種類の中の 1つに該当
しなければなりません。この手続
きが実際にどう行われるかを、以
下で説明します。

米国の大学間で編入する場合

一般教養の必修科目は多くの米国
の大学で似ているので、米国の大
学の 1つから別の学校に編入する
学生は、履修した科目が簡単に認
められ、移行できる公算が最も大
きいのです。

ある専攻分野の必修科目として受
講した科目の移行は、新しく入っ
た大学がその専攻分野を開設して
いない場合は特に、一般教養科目
より厄介になるかもしれません
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（例えば、ビジネス関係の科目を開
設していない大学にそうした科目
を移行しようとする場合です）。特
定の専攻分野で取った科目が、編
入先の大学の同じ専攻分野の要件
に合わない場合もあります。編入
先の大学は、その大学の専攻分野
で義務付けられている全科目を履
修せよと要求さえしかねません。
専攻分野の所要単位としても一般
教養の必修単位としても認められ
ない科目でも、選択科目の単位と
しては認められるかもしれませ
ん。しかし、それさえも不可能な
場合には、単位の移行が全く認め
られないか、またはそれらの科目
について単位移行は認めるけれど
も、卒業所要単位としては認めな
いと編入先の大学が言うか、その
どちらかになるかもしれません。
移行単位数がいくつになるかを調
べる際、編入目的で普通に単位を
移行することと、ある専門分野の
学位を取って卒業する場合の卒業
所要単位として単位を移行するこ
との違いを確認し理解することが
重要です。前者の場合はさらに明
確にすることが必要で、編入する
際にいくつか単位を失うこともあ
ります。後者の場合は、通ってい
る学校で履修した科目のうち、正
確にどの科目とどの単位が編入先
の特定の専攻分野（例えば数学や
歴史学）の科目要件に合うのかが
確実になります。

The College Boardが発行するThe 
College Handbook for Transfer Stu-
dentsには、単位を最大限移行する
方法についての助言が載ってお

り、以下のような点が含まれてい
ます。

・義務付けられている一般教養科
目は、最初の 2年間でどんなも
のでも履修しておくこと。

・最初の大学で、自分の専攻分野
の基礎必修科目は、どんなもの
でも履修しておくこと。これら
の科目は他大学に編入する際、
特に競争率の高い専攻分野の場
合は、助けになる。

・専攻分野の必修科目は移行がよ
り難しいので、そうした科目の
大部分を、編入先の大学で取る
ように計画すること。

・コミュニティ・カレッジで学ん
でいる場合、アカデミックアド
バイザーにしっかり協力しても
らって履修計画を立て、「編入用
科目」と指定されているものを
取ること（コミュニティ・カ
レッジに関する詳細は第 3章参
照）。

・単位移行に関する決定の再考
を、大学側に要請できます。成
績証明書や講義概要だけでは、
情報が不足していて、大学が単
位を認定できないことが時々あ
るからです。従って、さらに詳
しい情報を提供すれば移行を認
めてもらえるかもしれません。
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米国の教育制度外から編入する
場合

毎年、外国の学生たちが米国の学
位取得プログラムに編入し、首尾
よく学位を取得しています。しか
し、外国の学位構造は米国の学位
構造とめったに一致しないため、
米国内からの編入生の場合よりも
編入手続きが複雑になります。例
えば、自国で学位取得のため 1つ
の分野しか履修しなかった場合、
履修した科目は、米国の学部学生
が一般教養の必修として履修する
さまざまな分野と一致しないので
す。

ある入学選考事務担当幹部職員に
よると、編入先の大学は、米国以
外の大学で履修した科目の単位を
認める際に、数多くの要素を考慮
する必要があります。その一部を
以下に挙げます。

・現在通っている大学は、自国の
教育（文部）省に承認されてい
るのか。米国の大学は、当然教
育省に認められている大学だと
想定します。しかし、他の行政
当局から認められた学校であれ
ば、それでもよい場合もありま
す。その判断は大学によって異
なり、米国の類似の大学の状況
がどうなっているかによること
が多いのです。

・履修済み科目の本質ないし特徴
は、編入先の大学が開設してい
る科目と、どの程度似ているの
か。米国の大学は多くの場合、

科目案内や科目概要、または大
学案内の情報から類似性を判断
します。現在通っている学校が
米国でよく知られていない場
合、編入先の大学は学生が到着
した時、一緒に、もっと詳細な
評価を行う必要があることもあ
り、その時になって初めて、単
位移行を認めるかどうか、いか
にしてそれを認めるかを決定せ
ざるをえないかもしれません。

・履修した科目は、学位の取得と
専攻したい分野にどの程度適用
できるのか。この適用性の判断
には、大抵の場合、入学選考事
務局と志望学科の両者による履
修済み科目の評価が必要になり
ます。両者はまず、科目が移行
単位として認められるのか、そ
して次に、その専攻の必修科目
として計算に入れていいのかを
検討します。繰り返して言いま
すが、この決定は編入先の学校
に到着した時に初めて下される
かもしれず、決定そのものも大
学によってまちまちです。特定
の専攻のために科目を移行する
ことは、工学や建築、またジャー
ナリズムなど専門職養成課程の
場合に最も難しくなっていま
す。これは、科目要件が、入念
に体系化されているうえ、そう
した専門職認定団体によって規
定されていることが多いからで
す。

編入手続きをなるべく円滑に行う
ために、上記の他に以下のことも
お勧めします。
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・提出する学業成績表が全て正式
なもので、それを発行した学校
の印か紋章がついている原本で
あり、コピーではないことを確
認する。

・中等教育学校以降に履修した全
ての科目の講義概要を英語で提
出する。講義概要を作成する際
には、以下の点を含むようにす
る。

各科目で取り上げられた主な＊
テーマの要約または概略（も
し概略がなければ自分で要旨
を書き、それが正確であるこ
とを学校に証明してもらうこ
と）

各科目（講義や実験・実習）＊
で必要とされる週ごとの単位
数または時間数

学期または年度の長さ。別の＊
場所でこれに触れていなけれ
ば、科目を履修した年。

・各科目で使った教科書の一覧表
を作成する。一覧表があれば、
大学側が科目の内容についての
理解を深め、あなたがキャンパ
スに到着した後に科目の単位移
行を認めやすくなる。

・編入する前の学校で卒業証書ま
たは学位プログラムに必要とさ
れる科目と単位（クレジット、
ユニット）の総数に関する情報
を提供する。

米国の大学に編入する学生はま
た、高等学校での学業が米国の大
学の初級レベルの学業に匹敵する
と考えられる場合は、その学業の
単位を認めてもらえるかもしれま
せん。この件については、各大学
に問い合わせてください。

編入手続き

編入生の出願手続きには時間がか
かります。新しい大学で勉強を始
める予定日の少なくとも12カ月前
には計画を立て始めるべきです。
それぞれの大学案内にある「編入」
の項目を注意深く読んでくださ
い。そこにはよく、単位の移行に
関する大学の方針が含まれていま
す。この冊子の第 4章には、大学
を選ぶ上での一般的な助言が載っ
ています。

編入生の出願手続きは、新 1年生
として入学する場合と少し異なり
ます。編入生は、別個の入学願書
に記載することが多いのですが、
編入先の大学が知りたいのは、主
に以下の 2点です。

・なぜこの大学に編入したいの
か。編入を望む理由の要点を述
べた身上書の提出を求められま
すが、これは恐らく出願書類の
中で最も重要な要素です。今
通っている大学になぜ不満なの
かなどの苦情を述べるものでは
なく、なぜ編入先の大学の方が、
自分が学問上必要としているこ
とにもっと適合しているのかに
ついて書くべきものだというこ
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とに注意してください。

・どのような科目を履修したの
か、または今履修しているのか。
これまで大学でどのような経験
をしてきたのでしょうか。編入
希望の学生は、今在籍している
大学で優秀であること、高等教
育で自分の能力を発揮してきた
ことを期待されています。

上記に加えて、推薦状、成績証明
書、入試試験の点数、出願エッセ
イなど、新 1年生を目指す出願者
と同じ書類を大学に提出する必要
があるでしょう。合格する出願書
類を準備するためのアドバイスに
ついては、第 8章を参照してくだ
さい。

編入は競争率のより高い大学に簡
単に入るための方法ではないこと
を覚えておいてください。むしろ、
より難関の大学の多くでは、編入
生の入学許可基準が新 1年生の場
合よりも厳しくなっています。多
くの大学は、新 1年生と編入生の
双方の合格率を出しており、それ
を見れば、編入するための競争が
どれほど厳しいことかよく分かる
でしょう。

まとめ

・学位取得プログラムの途中で米
国の大学に編入することはでき
ますが、通常は第 1学年を終え
た後に限ります。単位の一部を
失い、学位取得までに余分な時
間が必要になることもあります。

・単位の移行が最も厄介なのは、
専攻分野の必修科目、特に工学
などの専門職養成課程の必修科
目です。

・米国と外国では、大学制度と学
位プログラムが違うため、米国
以外の大学の学生が編入する手
続きは、より複雑になっていま
す。

・編入先の大学は、どの単位の移
行を認めるかを判断するため
に、最初の大学、学位プログラ
ム、および履修済みの科目につ
いてできるだけ知りたいと思う
ものです。

・編入を希望する学生は、新 1年
生用とは別の願書に記入し、編
入したい理由を説明するエッセ
イを書く必要があるかもしれま
せん。さらに入学試験の点数や
推薦状など、新 1年生として入
学を希望する出願者と同じ書類
を大学に提出する必要がありま
す。

・編入する際の競争は、新 1年生
として入学する以上に厳しいこ
とがあります。大学を調べ、合
格する出願書類をそろえるに
は、新 1年生としての入学志望
者が出願する時と同じくらいの
時間が必要となります。

・学位取得に必要な単位数または
時間数が最終的に決まるのは、
編入先の大学に到着し、履修登
録し、学科長に面接した後にな
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る場合もあります。

役に立つウェブサイト

編入生の入学許可方針について
は、編入出願を予定している各大
学のウェブサイトを参照してくだ
さい。
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学生・交流訪問者
情報システム　
（SEVIS）と　
学生ビザ　

志望大学に無事合格され、おめで
とうございます。これから履修す
る講座や知り合う人々、新しい体
験に思いを巡らせ、胸が高鳴って
いることでしょう。しかし、あと
2つしなければならないことがあ
ります。SEVIS（学生・交流訪問
者情報システム）への登録手続き
を完了することと、学生ビザを申
請することです。

学生・交流訪問者情報システム 
（SEVIS）

SEVISとは、留学生と交流訪問者
に関するデータを渡米前と渡米期
間中に保管するオンラインシステ
ムで、米国国土安全保障省が管理
運営する学生・交流訪問者プログ
ラム （SEVP）の一環です。入学予
定の大学では、新留学生の基本情

報や、プログラム内容、どのよう
に学資を工面する計画か、米国で
のプログラムの開始時期と終了時
期などの情報をSEVISのデータ
ベースに入力することで、SEVIS
の手続きを開始します。こうした
情報を入力した後に、大学は必要
なビザの種類に応じて、I-20、DS-
2019、またはI-20 M-Nという在留
資格証明書を送付します。ビザ申
請のための面接を受ける前に、
SEVIS I-901の手数料を支払い、
フォームの記入を済ませておく必
要があります（以下を参照）。
SEVISに関する詳細は、このシリー
ズの『 4．出発準備：米国で住み
学ぶための実際的な情報』を読ん
でください。
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ビザの種類

最も一般的な学生ビザはF-1ビザで
す。ただし、実践的な、技術的訓
練または職業訓練プログラムの修
了が目的の場合はM-1ビザで、あ
るいはスポンサーつきの交換留学
プログラムの場合はJ-1ビザで、米
国に渡る学生も少数ながら存在し
ます。

自国での申請手続き

学生ビザ申請の手続きおよび要件
は国により異なります。Educa-
tionUSAアドバイジングセンター
では、自国での学生ビザ申請手続
きに関する有益な情報を提供して
います。（可能ならばセンターが開
催している渡米前のオリエンテー
ションに参加しましょう。まず間
違いなくビザ申請についての説明
があるはずです）。最寄りの米国大
使館や領事館では、ビザ申請書類
や申請手続きの詳細などを入手で
きます。電話の情報ホットライン
やウェブサイトで、この情報を提
供している場合が多くあります。

このシリーズの『 4．出発準備：
米国で住み学ぶための実際的な情
報』では、ビザ申請手続きをより
詳しく解説しています。英語版は
EducationUSAのウェブサイト、
http://www.educationusa.state.govで
閲覧できます。

ビザ申請が承認される確率を上げ
る手段はいくつかあります。

・渡米する最低 2カ月前には手続
きを開始しましょう。

・申請が正当なものであるという
ことを論証するのに役立つ必要
書類を全て集めましょう。

・面接は事前によく準備して受け
ましょう。

学生ビザの申請：段階を追って
説明します

学生ビザ申請の面接を予約する前
に、SEVIS（Student I-901）管理費
用を支払う必要があります。学生
および交流訪問者は皆この費用を
支払わなければなりません。金額
は、どのビザで渡米するかによっ
て異なります。FビザとMビザの
学生と交流訪問者の大半は、200米
ドルを支払います。支払方法は、
オンラインでの支払いを含めたく
さんあります。詳細はウェブサイ
ト （https://www.fmjfee.com/i901fee/） 
を参照してください。

SEVISの費用を支払ったら、自国
にある米国大使館または領事館に
連絡をとってビザの面接を予約し
ます。F-1学生ビザの申請には
I-20、J-1ビザにはDS-2019、M-1ビ
ザにはI-20 M-Nという有効な在留
資格証明書がそれぞれ必要になり
ます。大学が入学を許可し、財政
能力証明書を検討した後で、大学
から適切な証明書が送られてきま
す。

証明書を受け取ったら以下の点を
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確認しましょう。

・氏名のスペリングは間違いがな
く、パスポートに記されている
通りに正確か。（ビザ申請書類に
も必ず同じスペリングを使いま
しょう）

・その他の記載情報、生年月日、
出生国、学位プログラム、最初
の登校日、修了日、財政能力な
どの情報に誤りはないか。

・大学職員の署名が入っているか。

・最初の登校日（「学生は何月何日
までに登校しなければならな
い」という期日）が過ぎていな
いか。もし過ぎていれば、その
証明書は失効していて、もう使
えません。証明書を新しく発行
してもらうには、入学先の学校
またはプログラムの指定大学職
員（DSO）または受け入れ機関
責任者（RO）に連絡してくださ
い。

・I-20やI-20 M-N、DS-2019が有効
であれば、ビザ申請ができます。

ビザ申請の面接を予約する前に、
I-20またはDS-2019、SEVIS管理費
用（I-901）の支払領収書、パスポー
ト（最低 6カ月間有効のもの）、財
政能力証明書などの必要書類をそ
ろえます。

ビザの面接は通常数分間で終わる
ので、簡潔かつ説得力のある受け
答えができるよう準備しなければ

なりません。自信を持ち、事実を
隠したり嘘をついたりしないでく
ださい。米国領事は経験豊富で、
ビザ申請に関して正直でなかった
場合には、簡単に見破ることがで
きます。面接は「自分自身の話を
する」機会と考えるのがもっとも
良い方法です。

ビザの発給を受けるには以下の 3
点で領事を納得させなければなり
ません。

・第 1に、正真正銘の学生である
かどうか。領事は学歴を見て、
大学の課程に入学し、卒業まで
在学し続ける可能性を評価しよ
うとします。面接では、その大
学を選んだ理由、専攻予定科目、
職業についての計画などを説明
できるよう準備しておきましょ
う。成績証明書や全国試験の結
果、SAT、ACTや英語力試験の
点数（進学先の大学がこうした
試験の受験を義務付けている場
合）など、学業に専念している
ことを実証できる物は何でも持
参しましょう。

・第 2に、学費を賄う財政能力が
あるか。大学を中退する、また
は不法就労することはないとい
うことを、米国政府に確信させ
なければなりません。I-20には、
少なくとも留学初年度の費用を
どのようにして賄うかについ
て、大学に証明した事項が列挙
されています。

家族あるいは、ある個人がスポン
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サーになっている場合、そのスポ
ンサーが学費を出せることをどう
やって証明できるのでしょうか。
親が学費を出してくれる場合は、
ビザ取得の可能性が高くなりま
す。親以外の誰かがスポンサーに
なっている場合、その人物との特
別な関係を説明し、教育にかかる
数千ドルを出してくれる根拠を示
すべきです。

スポンサーの資金を示す確かな証
拠、特に収入源とその額を示しま
しょう。それにより、 4年間の大
学教育を受ける間ずっと十分な資
金があると、領事が納得できます。
スポンサーの収入源が複数ある場
合（給与、請負、コンサルティン
グ料、農場、不動産賃貸、投資な
ど）、それぞれの収入源を記載した
手紙をスポンサーに書いてもらい
ましょう。

・第 3に、母国との結びつきが非
常に強いため米国に永住を希望
することはないか。米国のビザ
法により、領事は、学生ビザな
いし交流訪問者ビザの申請者に
ついて、移民を意図していない
ということを領事に納得させな
い限り全員が移民を意図してい
る、と見なすよう義務付けられ
ています。

全般的には、留学が終了したら母
国に帰国する理由の方が、米国に
残る理由よりも強いということを
示さなければなりません。自分の
居住地との経済的、家族上および
社会的結びつきが十分にあり、米

国滞在は一時的なものになるとい
う事を証明しなければなりませ
ん。経済的な結びつきには家族の
経済的地位、自分が所有する財産
あるいは相続見込みの財産、米国
での勉学を積み帰国した時の自分
自身の経済的将来性などが含まれ
ます。キャリアプランを立ててい
ることや、母国での雇用状況の知
識があることを証明すれば、領事
も好感を抱くでしょう。家族上お
よび社会的結びつきに関しては、
母国に住む近親者の数と米国在住
の近親者の数を、領事が聞いてく
ることがあります。また、自分が
居住する町や国との偽りのない結
びつきを実証するような、地域活
動や学校の活動に参加した経験が
あるか、あるいは帰国して母国に
貢献したいという人物と目される
ような指導者としての経験やス
ポーツの経験などがあるか、と聞
かれる場合もあります。

J-1ビザで渡米しようとする場合、
通常は「 2年間ルール」が適用さ
れ、米国留学終了後 2年間は母国
に居住しなければ米国への移民ビ
ザ申請ができないことに留意しま
しょう。

ビザ発行拒否

ビザ申請が拒否された場合、領事
は書簡で理由を説明することが義
務付けられています。ただしこれ
は標準化された回答である場合が
多く、個別の具体的なケースにつ
いて詳しい説明がある可能性は低
いでしょう。ビザ発給を拒否され
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た申請者には、再申請をする権利
がありますが、その場合は 1回目
よりもより周到に準備をしましょ
う。というのも、最初の申請が拒
否された理由を覆すに足りる、新
たな証拠を領事に提示する必要が
あるからです。

学業上の目的をじっくりと検討
し、現実的なキャリアプランを
持っていれば、ビザ申請は、「米国
の大学で勉強する」という学業と
人生の上での次の大きな 1歩を踏
み出す準備ができているというこ
とを証明するよい機会になるはず
です。

まとめ

・学生はF-1ビザで米国に入国する
のがほとんどですが、中にはJ-1
またはM-1ビザで入国する場合
もあります。

・自国でのビザ申請要件を把握
し、日程に十分余裕を持って周
到に申請準備をしましょう。

・申請する前に、大学から受け
取ったF-1ビザ用のI-20（または
J-1ビザ用のDS-2019、M-1ビザ用
のI-20 M-N）が有効であり、正
しいことを確認しましょう。

・I-901（SEVIS管理費用）の料金
を支払い、必要な領収書を入手
しましょう。

・必要書類全てをビザ申請の面接
に持参しましょう。

・面接では、正真正銘の学生であ
ること、留学を賄う財政能力が
あること、母国との強い結びつ
きがあること、を領事に実証で
きるようにしましょう。

・ビザ発給を拒否された場合は再
申請ができますが、当初の申請
が拒否された理由を覆す新しい
証拠を提示しなければなりませ
ん。

役に立つウェブサイト

米国国務省の学生・交流訪問者の
ウェブサイト
http://travel.state.gov/visa/temp/types/
types_1270.html

米国国土安全保障省の学生・交流訪
問者プログラム（SEVP）のウェブサ
イト
http://www.ice.gov/sevis/index.htm
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米国の大学生活

米国の大学に入学を許可された
ら、米国留学生としての新しい生
活の計画を立てる時です。ビザを
取得しなければできないこともい
くつかありますが、前もって計画
できることは多く、計画を立てお
けば渡米がよりスムーズになりま
す。

この章では、米国に到着した時に
考慮すべきことや、どのような事
が予想されるかについて、主な点
をいくつか説明します。渡米前の
詳しいアドバイスはEducationUSA
アドバイジングセンターで入手す
るか、このシリーズの『 4．出発
準備：米国で住み学ぶための実際
的な情報』を参考にしてください。

米国に到着して

大学に合格し、入学の意志を伝え、
授業料の内金が必要な場合はそれ
を支払うと、大学についての詳し
い情報とキャンパスへの到着手順
が届くはずです。その中にはキャ
ンパスへの最適な到着手段の詳細
が含まれているはずです。できれ
ば、大学事務局が開いている平日
に到着するよう計画しましょう。

オリエンテーション

米国では、新たに到着した留学生
にキャンパスや学内施設を紹介
し、米国での生活への適応を手助
けするためオリエンテーションを
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開催する大学がたくさんありま
す。オリエンテーションは最長 1
週間で、参加が義務付けられてい
る場合もあれば、自由参加の場合
もありますが、是非出席すること
をお勧めします。扱われるテーマ
は実用的で多岐にわたり、図書館
や医療センターなどの学内施設の
利用法、学業上の規制や学生に期
待されていること、支援サービス、
科目履修登録の方法、米国の文化
や社会生活、カルチャーショック、
米国での生活への順応、地元の
サービス、ビザおよび法規制など
が含まれます。こうした情報はど
れも、米国での学生生活に、より
容易に溶け込むのに役立ちます。
またオリエンテーションでは学内
の他の留学生や、通常留学生アド
バイザーと呼ばれる、その大学で
留学生関連の事柄を扱うスタッフ
と知り合うことができます（以下
を参照）。

留学生アドバイザー （ISA）

留学生を常時受け入れている米国
の大学は、留学生の支援をするた
めに訓練された専門スタッフを配
置しています。このスタッフは通
常、留学生アドバイザー（ISA）ま
たは外国人学生アドバイザー
（FSA）と呼ばれています。留学生
としての立場に関連することなら
何でも質問・相談できます。問題
や心配事がある場合に助けてくれ
るのもこのスタッフです。また、
留学生アドバイザーは留学生担当
事務所と協力し、留学生向けの交
流イベントや文化行事を開催する

こともあります。

アカデミックアドバイザー 
（AA）

留学生には、留学生アドバイザー
に加えて、アカデミックアドバイ
ザー（AA）も付きます。通常AAは、
専攻分野（特定の専攻を持ってい
る場合）の教員で、普通は履修登
録の前にAAに会い、卒業所要単位
と専攻分野の要件を満たすために
どの講義を履修するかについて助
言を受けます。AAと定期的に会い、
勉強計画、疑問点、勉強の進み具
合などを相談することができます。

大学の宿舎

米国のほとんどの大学は、 1年生
はキャンパスに住むものと思って
います。これは、ほぼ間違いなく
学生寮やアパートで少なくとも 1
人の学生と相部屋になることを意
味します。宿舎担当室によっては、
大学に到着する前にアンケートへ
の回答を要請するかもしれませ
ん。それによって、最適なルーム
メートと組み合わせるためです。
部屋は家具付きで、普通は電話も
あります。トイレや浴室は、通常
は共用です。大学外の居住施設が
利用できるなら、初年度が終わっ
てからそちらに移るという手もあ
ります。

米国の大学の宿舎で際立った特徴
の 1つに、特定の学問分野、文化
的背景、自由時間の過ごし方への
関心などを軸に組織された、特定
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の領域に関心を持つ人たちの住宅
があります。第 1学年が終わった
後に、この選択肢を検討してみる
のもいいかもしれません。例えば、
留学生の家、ドイツ語の家、アフ
リカ系米国人の家、環境に配慮す
る家などが米国のキャンパス内に
見つかるかもしれません。

お金と銀行

米国には全国規模の銀行の他に、
地域、州、または都市を基盤とし
た銀行があります。大学によって
は専用のクレジットユニオンまた
はその他の銀行サービスを設置し
ている場合もあります。口座を開
設する前に、生活や学業の場に近
い銀行はどこかを調べましょう。
また海外からの口座開設は難しい
場合があります。口座を開設し母
国からの送金の手配ができるまで
の間も生活ができるよう、十分な
資金を必ず持参しましょう。

健康保険

留学生は米国滞在中、健康保険に
加入しなければなりません。ほと
んどの米国の大学では健康保険加
入が義務付けられており、大学が
契約している保険に大学を通じて
加入する場合と、大学側の要件を
満たす保険に個人で加入する場合
があります。健康保険の内容には
幅がありますので、留学生アドバ
イザーから説明を受け、自分に最
適の保険を選べるよう手助けをし
てもらいましょう。母国から米国
のキャンパスまでの旅にも忘れず

に保険をかけましょう。

課外活動

「キャンパスではフット
ボールクラブに入りまし
た。そのおかげで、すぐに
友人を作ることができ、米
国中をほぼ無料で旅するこ
とができたので、恐らく今
までで1番良い判断だった
と思います」

― 化学専攻の英国人留学生

ほとんどのキャンパスでは、多種
多様な団体が活動しており、そう
した活動に参加することは新しい
友人を作るのにうってつけの方法
です。学生が運営するラジオ局や
テレビ局、新聞、スポーツチーム
や社交クラブなどが新メンバーを
募集している場合もあります。ま
た米国の大学には通常、国際クラ
ブもありますし、あるいは、フラ
タニティーやソロリティーへの入
会を考えてみるのはどうでしょう
（フラタニティーとソロリティー
についての詳細は第 4章の「大学
の環境」を参照）。ほとんどのキャ
ンパスには学生活動担当室があ
り、学内での催し物について教え
てくれます。

まとめ

・米国の大学に入学を許可された
ら、このシリーズの『 4．出発
準備：米国で住み学ぶための実
際的な情報』を読み始めましょ
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う。

・留学生向けオリエンテーション
に出席するのに間に合うよう大
学に到着する計画を立てましょ
う。

・大学の留学生アドバイザー
（ISA）と知り合いましょう。ア
ドバイザーは留学生のための行
事の開催や、問題や心配事を解
決する手助けをしてくれます。

・アカデミックアドバイザー（AA）
は学業上の疑問や、学位取得要
件について助言してくれるで
しょう。

・どこの大学に入学するのかが分
かった段階で、なるべく早く大
学の宿舎担当室に連絡しましょ
う。第 1学年の間はほぼ間違い
なくキャンパス内の相部屋で住
むことになるでしょうが、その
後は住まいの選択幅が広がるで
しょう。

・銀行口座を開き、郷里から資金
を送金してもらうまで暮らせる
だけの十分なお金を必ず持って
行きましょう。

・留学生は、自国を出国してから
帰国するまで、健康保険に加入
していなければなりません。保
険の具体的な条件については、

大学に問い合わせてください。

・キャンパスにある学生活動担当
室は、その大学にある学生の団
体・組織について教えてくれる
でしょう。課外活動に参加すれ
ば、新しい人々と出会い、米国
での生活に適応する上で助けに
なるでしょう。

役に立つウェブサイト

「米国留学を目指す人のために」シ
リーズ『 4．出発準備：米国で住み
学ぶための実際的な情報』
EducationUSAのウェブサイトhttp://
www.educationusa.state.govで入手でき
ます。

America.gov ― American Life
http://www.america.gov/amlife/
education.html
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Academic Adviser （AA）：アカデミックアドバイザー。
学業に関する事項について学生を支援し、助言をする
大学教員。

Academic Year：学年。公式に授業が行われる期間で、
通常は 9月から 5月まで。前後期、 3学期あるいは 4
学期と、いろいろな長さの学期に分割される。

Accreditation：認定。全国公認の専門職協会ないし地域
認定団体による大学の承認。
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ACT University-Entrance Exam：ACT米国大学入学学力
試験。学部課程への入学に使われる多肢選択式の試験
で、英語、数学、読解、科学的論理思考の科目がある（選
択で作文が追加される）。

Add/Drop：アッド／ドロップ。学期初めに学生が教師
の許可を得て、履修講座の登録を追加または削除でき
る手続き。

Advance Registration：事前履修登録。他の学生より先に
履修科目を選ぶこと。

Af�davit of Support：財政援助宣誓書。個人または団体
からの財政援助の約束を証明する公式文書。

Assistantship：助手職。助手職手当。授業助手として授
業や実験・実習室の監督をする、あるいは研究助手と
して研究の手伝いをするなど、一定の仕事の対価とし
て大学院生に提供される財政援助の勉学助成金。

Associate Degree：準学士号。 2年間の履修後に授与さ
れる学位。最終的な学位である場合（terminal： 職業課
程）と、編入する場合（transfer： 学士課程の最初の 2
年間）がある。

Attestation：認証。学位や成績証明書が本物であること
の正式な確認。通常、認定を受けた専門家または証人
が署名する。

Audit：聴講。学位取得のための単位を取らず、受講だ
けすること。

Authentication：認証。真正かつ真実であることの証明。
何かを申告した場合に、実際に申告されたとおりであ
ることを確認する作業。米国の学習課程に入学を希望
する学生は、出願する際に、学業成績証明書や前の学
校で取得した学位が本物であることを証明する書類を
提出するよう義務付けられることが多い。

Bachelorʼs Degree：学士号。教養課程または専門分野で、



91米国留学を目指す人のために：大学学部課程

用語集

約 4年間のフルタイムの勉学を修了すると授与される
学位。

Class Rank：学年成績順位。ある学年の学生全員の中で、
学生の成績順位を示す数字または比率。例えば、100人
の学生がいる学年で 1位の学生は 1 /100となるが、最下
位の成績の学生は100/100となる。学年成績順位はパー
センタイル値で示されることもある（例えば、上位25
パーセント、下位50パーセントなど）。

Coed：共学。男女両方の学生を受け入れるカレッジま
たは総合大学。男女両方が住む学生寮をいう場合もある。

College：大学。カレッジ。学部課程教育を提供する高
等教育機関。修士課程レベルの学位が提供されている
場合もある。これとは別の意味で、「カレッジ・オブ・
ビジネス」 のように総合大学（university）の 1部門を表
すこともある。

College Catalog：大学案内。大学の学術プログラム、施
設・設備、入学要件、および学生生活に関する情報を
提供している大学の公式出版物。

Core Requirements：必修科目。学位を取得するため履
修する必要のある科目。

Course：科目。学期中、週に 1～ 5時間（またはそれ
以上）の定期的に授業が行われる講座。学位プログラ
ムは、指定された数の必修科目と選択科目で構成され、
教育機関によって異なる。

Credits：単位。学位に必要な科目の修了（「可」以上の
成績）を記録するために大学が使用する単位。大学案
内には、その大学の学位取得に必要な単位の数と種類
が明記されており、また各科目の数値が「履修時間数」
や「履修単位数」で記載されている。

Day Student：通学生。大学が管理する居住施設ではな
く、キャンパス外に住んでおり、授業を受けるために
毎日通学する学生。
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用語集

Degree：学位。カレッジ、総合大学、または専門職養
成機関が、規定の学業プログラム修了時に授与する卒
業証書または称号。

Department：学科。高等教育機関（カレッジ、総合大学、
または専門職養成機関の）組織管理上の下位部門で、
そこを通じて特定の学問分野の指導が行われる（例え
ば、英語学科や歴史学科など）。

Designated School Of�cial （DSO）：指定大学職員。指定
大学職員（DSO）とは、留学生に関する情報を収集し
て学生・交流訪問者情報システム（SEVIS）に報告し、
ビザや就労資格申請手続きの面で留学生を支援する大
学の担当者。DSOの氏名は、I-20またはDS-2019に記載
される。

Dissertation：博士論文。独自の研究テーマについて書
かれた論文で、通常、これを提出することが博士号（Ph.
D.）取得のための最終要件の 1つとなっている。

Doctorate （Ph.D.）：博士号。大学が授与する最高学位。
学士号または修士号取得後さらに最低 3年間の大学院
課程を修了し、口述・筆記試験、および論文の形で提
出した独自の研究で学術能力を示した学生に授与され
る。

Dormitories：学生寮。大学のキャンパス内に設けられ
た学生用居住施設。一般的な学生寮には、学生用居室、
バスルーム、談話室などがあり、カフェテリアを備え
ている場合もある。略してドーム（dorms）と呼ばれる
こともある。

Electives：選択科目。学位取得に必要な単位を取るため
に学生が選んで受講する科目。必修科目と区別される。

Extracurricular Activities：課外活動。大学の授業科目外
で行われる学業以外の活動。

Faculty：教授陣。米国の大学で授業を担当する教員。
教授、准教授、助教、講師が含まれる。
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用語集

Fees：納付金。大学が教育機関として提供するサービス
の費用を賄うために授業料とは別に請求する金額。

Fellowship：研究奨学金。通常は大学院生に与えられる
財政援助の形態の 1つ。一般的に、援助を得る学生が
何らかの勤労を求められることはない。

Final Exam：最終試験。よく「ファイナル」と呼ばれる
最終試験とは、個々の科目について授業期間中に扱っ
た内容全てが出題範囲の試験。

Financial Aid：財政援助。金銭、ローン、および勤労修
学プログラムの全ての種類を含む総称で、授業料、納
付金、生活費などの支払いを助けるために学生に与え
られる援助。

Fraternities：フラタニティー。米国の多くの大学にある、
交友、学業、慈善活動のための男子学生の組織。

Freshman：フレッシュマン。高校や大学の 1年生。

Grade/Grading System：成績・成績評価法。学生の学業
についての評価。

Grade Point Average （GPA）：成績平均点。履修した各
科目で得た成績の数的平均値に基づき学業成績を記録
する方式。

Graduate：卒業生。大学院の。高校または大学レベル
で学習課程を修了した学生。総合大学の大学院プログ
ラム（a graduate program）は学士号既得者を対象とした
課程。

High School：高等学校。米国で中等（教育を行う）学
校（secondary school）を指す用語。

Honors Program：オナーズプログラム。成績優秀な学
生を対象とした難易度の高いプログラム。

International English Language Testing System （IELTS）：
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用語集

国際英語力試験。アイエルツ。英語を母語としない出
願者の英語力を測る試験。

International Student Adviser （ISA）：留学生アドバイ
ザー。米国政府の規則、ビザ、学業規則、社会的習慣、
言語、金銭や住居の問題、旅行計画、保険、法的問題
などについて、留学生に情報を提供し助言する大学の
担当者。

Junior：ジュニア。高校や大学の 3年生。

Liberal Arts：一般教養。学生の口頭表現力、文章を書
く力、論理的思考力を伸ばすことを目標とする、人文
科学、社会科学、自然科学系の科目の学問的研究を指
す用語。

Maintenance：生活費。家賃（寮費）、食費、書籍代、
衣服代、洗濯代、交通費、雑費など、大学に通う間に
かかる経費を指す言葉。

Major：専攻。学生が専念したいと思う学問領域。

Masterʼs Degree：修士号。学士号取得後、通常は最低 1
年間の修学を含む学業要件を満たすことによって授与
される学位。

Midterm Exam：中間試験。学期前半が過ぎた後に行わ
れる、その時点までの講座履修内容全てが出題範囲の
試験。

Minor：副専攻。学生が 2番目に重点を置いて学習する
学問領域。

Non-resident Student：非居住者学生。州の居住者要件
を満たしていない学生。居住者と非居住者では、授業
料や入学許可方針が異なる場合がある。留学生は一般
に非居住者に分類され、授業料減額を目的に後から居
住者に変更できる可能性は極めて少ない。「州外」（out 
of state）学生と呼ばれることもある。
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用語集

Notarization：公証。文書（または陳述、署名）が、真
正かつ真実であることを公務員 （米国では「公証人」と
呼ばれる）、または宣誓管理官でもある弁護士が証明す
ること、およびその証書。

Placement Test：レベル分けテスト。所定の分野で学生
を適切な講座に入れることができるように、その分野
の学力を測定するために使われる試験。レベル分けテ
ストの結果に基づいて、学生に科目の単位が与えられ
る場合もある。

Prerequisites：必須課程・科目。さらに上級の課程や科
目の履修を認められる前に、修了しておかなければな
らない課程や科目のこと。

Registration：履修登録。クオーター、セメスターない
しはトライメスターの学期中に履修する科目を学生が
選択する手続き。

Resident Assistant （RA）：学生寮の寮長アシスタント。
キャンパスにある学生寮の寮長を補佐する人。寮生活
に関して問題や疑問がある場合に、通常寮生が最初に
連絡する相手。RAは普通、その大学の学生で、RAとし
て働くかわりに住居の無料提供などの恩恵を受ける。

SAT：大学進学適性試験。数学と英語の能力を問う、主
に多肢選択式の試験で、学部課程の入学試験として使
用される。

Scholarship：奨学金。通常は学部課程の学生に与えら
れる財政援助の修学助成金。授業料と納付金の両方ま
たはどちらか一方が免除になる形もある。

School：スクール（学校）。通常、小学校、中学校、高
校を指す用語。さらに「カレッジ」「ユニバーシティ」「イ
ンスティテューション」などの言葉の代わりにも使わ
れる。また「ロースクール（法科大学院）」、「クラジュエー
トスクール（大学院）」など、教育の場を指す一般用語
としても使われる。
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Semester：セメスター。約15～16週間、または 1学年の
半分の学習期間。（ 2学期制の 1学期）

Senior：シニア。高校や大学の 4年生。

Social Security Number （SSN）：社会保障番号。老齢者・
遺族・廃疾者年金保険料を給与から天引きするために
米国政府が国民に発行する番号。定期的に働く人は誰
でも社会保障番号を取得しなければならない。多くの
大学が、学生のID番号として社会保障番号を使用して
いる。

Sophomore：ソフォモア。高校や大学の 2年生。

Sororities：ソロリティー。米国の多くの大学にある、
交友、勉学、慈善活動のための女子学生の組織。

Special Student：聴講生。講座を受講しているが、学位
課程に在籍していない学生。

Student and Exchange Visitor Information System （SE-
VIS）：学生・交流訪問者情報システム。米国への渡航
前および滞在中、留学生・交流訪問者のデータをオン
ラインで管理するシステム。米国国土安全保障省が管
理運営する学生・交流訪問者プログラム（SEVP）の一環。

Syllabus：講義要綱。講義・授業で取り上げる題目の概
要。

Teaching Assistant （TA）：授業助手。大学から何らかの
形の財政援助を受ける代わりに、自分の専攻分野の学
部科目のインストラクターをする大学院生。

Test of English as a Foreign Language （TOEFL）：TOEFL
（外国語としての英語のテスト）。英語が母語でない出
願者が受ける英語能力判定テスト。

Thesis：学位論文。学士号または修士号取得を目指す学
生が、あるテーマについての研究結果をまとめて執筆
する論文。
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用語集

Transcripts：成績証明書。学生の学業記録の認証謄本
（「Notarization公証」の項を参照）。

Transfer：編入。学位取得のため、ある大学から別の大
学へ移る手続き。

Tuition：授業料。指導や研修の対価として教育機関が
請求する金額（書籍代は含まれない）。

University：総合大学。学部と大学院の双方の学位課程
を提供する中等教育後の大規模の教育機関。

Zip Code：郵便番号。郵便の宛先に含まれる一連の番
号で、米国の郵便配達区域を示す。
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参考資料

以下に掲載した資料やその他の資料について、詳しく
は最寄りのEducationUSAアドバイジングセンターにお
問い合わせください。

大学の一般的ガイド

Barron’s Pro�les of American Colleges. Published annually. 
Barron’s Educational Series, Hauppauge. NY.

The College Board College Handbook. Published annually. 
The College Board, New York, NY.

The College Board Index of Majors and Graduate Degrees. 
Published annually. The College Board, New York, NY.

The College Board International Student Handbook. Pub-
lished annually. The College Board, New York, NY.

The College Solution: A Guide for Everyone Looking for the 
Right School at the Right Price. 2008. Lynn O’Shaughnessy, 
FT Press, Upper Saddle River, NJ.

Peterson’s Colleges and Universities in the U.S.A. ― The 
Complete Guide for International Students. 1998. Peterson’s, 
Princeton, NJ.

参考資料
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参考資料

Peterson’s Four-Year Colleges. Published annually. Peterson’s, 
Princeton, NJ.

Peterson’s Guide to Distance Learning Programs. 2005. Peter-
son’s, Princeton, NJ.

Peterson’s Two-Year Colleges. Published annually. Peterson’s, 
Princeton, NJ.

Peterson’s Vocational and Technical Schools Set. 2008. Peter-
son’s, Princeton, NJ.

米国の大学の選択と出願

101 Ways to Become the Perfect College Applicant. 2007. Jea-
nine LeNy, Kaplan, Inc., New York, NY.

The Best 371 Colleges, 2010 Edition, 2009. Princeton Review 
Publishing, LLC, New York, NY.

Brody’s Guide to the College Admissions Essay. 2005. Jay 
Brody and Toby Stock, iUniverse, Lincoln, NE.

Choose the Right College and Get Accepted. 2003. Students 
Helping Students, Prentice Hall Press, New York, N.Y.

The College Handbook for Transfer Students. 1999. The Col-
lege Board, New York, NY.（out of print）

Do It Write: How to Prepare a Great College Application. 
2009. G. Gary Ripple, Octameron Associates, Alexandria, 
VA.

Get It Together for College: A Planner to Help You Get Orga-
nized and Get In. 2008. The College Board, New York, NY.

Going To College: Expanding Opportunities for People with 
Disabilities. 2005. Elizabeth Evans Getzel and Paul Weh-
man, Brookes Publishing, Baltimore, MD.
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参考資料

Goof-Proof College Admissions Essays. 2003. LearningEx-
press, LLC, New York, NY.

McGraw-Hill’s Writing an Outstanding College Application 
Essay. 2005. Estelle Rankin and Barbara Murphy, The 
McGraw-Hill Companies, Inc. New York, NY.

Peterson’s Colleges with Programs for Students with Learning 
Disabilities or Attention De�cit Disorders. 1997. Charles T. 
Mangrum and Stephen S. Strichart, Peterson’s, Princeton, 
NJ.

US News and World Report America’s Best Colleges. Pub-
lished annually. US News and World Report, Washington, 
DC.

Writing a Winning College Application Essay. 1996. Wilma 
Davidson and Susan McCloskey, Peterson’s, Princeton, NJ.

財政援助

The Athletic Recruiting & Scholarship Guide. 2005. Wayne 
Mazzoni, Mazz Marketing, Inc., Black Rock, CT.

The College Board Scholarship Handbook. Published annual-
ly. The College Board, New York, NY.

Funding for United States Study 2007-2008: A Guide for In-
ternational Students and Professionals. 2007. Daniel Obst, 
Editor, Institute of International Education, New York, NY.

Peterson’s Scholarships and College Athletic Programs. 2004. 
Peterson’s, Princeton, NJ.

Peterson’s Scholarships for Study in the USA and Canada. 
1999. Peterson’s, Princeton, NJ.

Princeton Review: Student Athlete’s Guide to College. 1999. 
Hilary Abramson, Princeton Review Publishing, LLC, New 
York, NY.
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参考資料

Student Athlete Handbook for the 21st Century: A Guide to 
Recruiting, Scholarships, and Prepping for College. 2006. 
Christine Grimes, Lulu Enterprises, Inc., Raleigh, NC.

渡米前のガイド

Getting Ready to Go: Practical Information for Living and 
Studying in the United States
この冊子シリーズの『 4．出発準備：米国で住み学ぶ
ための実際的な情報』
インターネット（http://www.educationusa.state.gov）で見
ることができます。

International Student’s Guide to the USA. 1998. Ian Jacobs 
and Ellen Shatswell, Princeton Review Publishing, LLC, 
New York, NY.

NAFSA’s International Student Handbook: The Essential 
Guide to University Study in the USA. 2001. NAFSA: Associa-
tion of International Educators, Washington DC.

The Ultimate College Survival Guide. 2009. Janet Farrar Wor-
thington and Ronald Farrar, Peterson’s, Princeton, N.J.
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